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心 の 糧
大管 長 デ ビ ド ０・ マ ッ ケ イ

類が救い主，主なるキリス トの教えに思いをめ ぐらし， これまでにも増 して人

多 くの入々が態度と行ないを確立すべき時は今である。

大勢の人々が心 と生活を変えるのでなくては，世界はますます混乱をきわめて，

私たちの文明は分裂の危機に瀕するであろう。

世の人々の心が神か ら離れていることは，悲 しむべき事実である。ほとんどの人

ぼ神の栄光によらず，自己を宣伝 したいという気持に促されて日々を生きている。

不敬の心は明白に現われている。

世界に嫁不信心ではなく・敬神の心が必要である・放縦ではなく・自己訓練が必

要 で あ る。 キ リス トと共 に 「父 よ， … … わ た しの思 いで は な く， み ここ ろが 成 る．よ

うに して くだ さい 。」 （ル カ ２２：４２） と言 え る力 が必 要 な の で あ る。

キ リス トは平 和 を もた らす た め に来 られ た。 キ リス トの道 に逆 ら う ことは ， 争 い

と論 争 を 激 し くす るば か りで あ る。 主 で は な く人 間が ， お そ ろ しい争 い と悲 惨 を 招

い て い るの で あ る。 戦 争 は 不正 な指 導 者 の よ こ しまか ら起 こる。 自 由が 勝 利 を お さ

め， 平和 が 来 て は じめ て， 私 た ち は戦 争 の終 結 と人 々 の善 意 を望 め る の で あ る。
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今 月 の 表 紙

軍隊史上最大の行軍の一つであ っ

た と しば しば言われてい る， モルモ

シ大隊 の ３，３００キロにおよぶ徒歩行

軍 は， 国家の軍事的先駆 とな る壮挙

で あ ったばか りでな く，教会 に対 し

ても一大使命 を果 たす こ と と な っ

た。

表紙は，大 隊を記 念 して最近完成

された ソル ト・レー クの彫 刻家エ ド

ワー ド・フラウ トン作の彫 刻。



〈予言者のことば〉

我 々 の 務 め
大 管長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

々を真理へとか りたてる自然の感情が存在 している。人

真理の探求 は，人類に課せられた責任の一つである。

しか し，その責任は世の人々以上に末 日聖徒の肩にかかって

いる。末日聖徒は，永遠の福音が回復 されたという真理を知

つているか らである。福音の標準に生 きる若者は気高 く，女 ，

性を守っていや しめることがない。彼 らは若い女性に悲 しみ

をもたらすことがない。女性を敬い悲 しみの代 りに喜びを与

えるか らである。社会にあっても，彼 らは何かの職 に選ばれ

る時，その真価をあらわす。彼 らは己れのものでない財産を

奪 うことも，他人の権利を犯すこともない。

、

決意したからには

我々はみなｉ自分の責任を果たすべきである。それは他人

にせきたて られるか らではなく，その責任を自分の権利であ
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る噛と考 え， 果 た そ う と心 に決 め た か らで あ る。

我々は，数十年前にいたと聞いている船乗 りたちのように

強い感化を受けて，個人の責任を果たすべ きである。それは

奴隷反対運動の盛んな時期のことであった。ボス トンのファ

ニュール ・ホールで，ある集会が開かれた。 これらの水夫た

ちは，その集会を解散させるたゐ６に雇われたようであった。

彼 らは一団となってそのホールへ行き，床を踊 りまわ り，歌

い叫んで，ありとあ らゆる手を尽 してその演説の妨害を しよ
べｉ 。

うとした。 自由を愛 し，古き良き故郷を想い，マサチ耳一セ

ッツ州の名誉を思 う彼 らの訴えもすべて無駄であった。 しか

し，なおも彼 らはか く乱を続け，静かにしようとはしなかっ

た。

突然，明 らかに彼 らの仲間の二人と思われる男が立ち上っ

た。彼の出現で会場は一瞬静まりかえ り，チャンピオンを見

るかのように，荒 くれ男達はか く乱をやめた。その男は言っ

た， 「諸君，我々は自分でそうしたいと思わなければ，どう

して も静かには しない」この言葉に勢いを得た荒 くれ男達は

どっと喝采 し，拍手は しばし鳴り止まなかった。男たちが も

っと聞きたいと思って静力〉になると，その男は続けた。

も

し，真理を知っていても， もしそれを表現せず他人に知らせ

なければ，不充分である。すべての教会員には，世人に福音

を説 き，幸福をもたらす責任があ一る。 もし各会員が宣教師 と

なり， このよろこびのおとずれを他の人々にもた らすとした

ら，なんとすばらしい宣教師制度ができることであろう。ま

た，なんとすばらしい真理を他の人々に，もたらし得 ること

であろうか。

この上ない献身

この責任を担って行 くのに二つの大切なことがある。第一

に，教会の標準を個人が固 く守 ることである。我々には常に

模範を示す機会がある。

確かに，教会の標準を高 く揚げることなしに，我々は真理

の代表者 となりえない。それは説明を必要としないごく簡単

な言葉である。 もし オたの に 人がいたと ゐ

が あ な た の 準 に ん わ ず ， カ ・ 出 ’ 霊 、

一 あなたは’ 。
蝕・一 を長．
くそばにとどめて ’ ” “ ’ 清い生活をするこ

とこそ非常に大切な責任なのである。

「そうだ，我々は自分でそうしたいと思わなけれげ，絶対静 （蔓） 第二に，これは一層大切な責任であるが の べての人

かにはしない。 しか し， もし我々が諸君だづ．たら，我４は静 々に関心を寄せることで る

かにしたいと思うだろう。それはただこのホールの名声，マ

サチューセッツの名誉，また政府に対する忠誠のためばか り

ではな く，諸君が常に権利と正義 と言論の自由のために立ち

上 る立派な人物にちがいないか らである。」彼 らは静か に な

った。その言葉が彼 らの男 らしい心を動か したのである。我

々は意を決 して個人の責任を果たすべ きである。他人にせぎ

たて られるからではなく，正 しいことをなそうと心に決意 し

たがために……。

せまき道を歩め

もし私が良心にあるはっきりした道を進むことが正 しいと

告げられても，それに従わないならば，自分自身に不忠実な

者である。確かに，我々は自身の弱さや外部からの影響にホ

って動揺する。 しか し，あらゆる責任を果たすに当 り，真っ

直 ぐでせまき道を歩むことが我々の責任なのである。

確かだと知っている真理に従って歩む機会がありなが ら，

それができなかったり，良 き思いや行ないを実際に表わせな

い時，我々は自分を弱めて，良 き思いや行ないを行動にあら

わすことをますます困難にしているのである。

よい行動を し，気高い思いを表わすたびごとに，次にその

ように行なうことがますます容易になって くる。

神は我々を祝福 したまい，真理を知 らせて下さった。 しか
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我 々は， 神， キ リス ．ト，真 理 に対 して 至上 の愛 を捧 げ，献 身

しな けれ ば な らな い。 この こと は， 我 々が 妻 や 父母 を軽 視 す

’る とい う意 味 で は な い６ 我 々 の模 範 で あ る キ リス トは
， 決 し

て そ の よ うに な さ らな か っ た。 主 が十 字 架 上 で 最 後 に考 え ら

れ た の は母 親 の こ とで あ っ た。 主 は この よ う に言 って お られ

るか らで あ る。 「 『婦 人 よ， ご らん な さい 。 これ は あ な た の

子 で す 。』．それ か らこ の弟 子 に言 わ れ た， 「ご らん な さい。 こ

れ は あ な たの 母 で す 」。 そ の と き以 来 ， この弟 子 は イエ ス の

母 を 自分 の 家 に引 き と った 。」 （ヨハ ネ１９ ：２６～ ２７） これ が模

範 で あ る。

罪 は人 の 心 か ら取 り除 か れ ね ば な らな い。 私 の兄 弟 ， 姉妹

友 人 の皆 さん ， あ な た が た は イ エ ３ ・キ リス トの福 音 に よ る

以 外 に， 罪 の 根 絶 を 計 る方法 が あ る と言 い得 るで あ ろ うか。

私 は， これ を お い て他 に方法 は な い こと を確 か に 知 っ て い

る。 そ して ， この 罪 を根 絶 す る とい うこ と は， この 教 会 の す

べ て の男 女 ， す べ て の 少 年 少女 の責 任 で あ る。 あ な たが たは

指 導 者 に召 され な い か ら とい っ て落 胆 して は い け な い。 あな

た に は あ な た のな す べ き仕 事 が あ る。 「この故 に， 今 や 皆 各

々 そ の義 務 を 覚 り」 ， また そ の務 め を な す 際 は 「全 く勤勉 に

勤 む べ き」 な ので あ る。 義 務 が 何 で あ ろ う と も， それ を よ く

果 た しな さい。 そ うす れ ば ， あ なた が た は よ ろ こび を得 て ，

主 の祝 福 を受 け るに ちが い な い。 （教 義 と聖 約 １０７：９９）

ヱ 険
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カ ー セー ジへ の 道
リ グ ラ ン ド ：Ｌ♂ ベ イ カ ー

ｗ ヨセブ ・スミスは殉教する一年半前，次のような言葉
ソ

を一般の人々に対して述べました。

「私が今か ら申 しあげることは，確かに私が知っているこ

とである。私は私の使命と務めを理解 している。全能なる神

は私を守って下さる。神が私の友であれば，人は私に何がで

き るだ ろ うか。 私 は時 が来 る まで 死 な な い。 時 が来 れ ば御 意

の ま ま に 召 され るで あ ろ う」

数 ケ月 後 ， ジ ョセ フ は さ らに は っ き りと述 べ て い ま す。

Ｌ … …私 は予 言 す る
。 私 の務 めを 果 た し，死 ぬ準 備 が で き る

ま で， 彼 らは私 を殺 す こ とが で きな い で あ ろ う」

４１９



ジョセブ ・ス ミスが， 自身の血により証を結び固める時が

彼の使命の絶頂であることをいつ知ったかはっきりしません

が，モルモン経の翻訳を終える前にすでに知って，それを受

け入れていたようです。 （教義 と聖約 ５ ：２２）

モロナイの最初の訪れを受けた際，彼の名前が良 きにつけ

悪 しきにつけ人々に知られるということの完全な意味につい

て知 らされたかどうか， ジョセブは何 も語っていません。ま

た彼がモルモン経を醜訳 していた時， ジョセフの名前が予言

されている個所 「・…：・かの聖見者を亡ぼそうとする者共は恥 ．
コの　ヒ 　 　

を受ける」というところで，立ち止 り，深 く考えたかどうか

も記録されていません。．

だれかが， 「彼を亡ぼぞうとする」であろうことを， ジョ

セフはきっと確信 していたことでしょう。 ジョセフの母の記

録には，多 くの者達が彼の命をね らっていたことが書かれて

いました。ジ ョセブあ日記にも，彼を殺そうとしていた者達

の話が非常にたくさん記 してあります。

その一つをお話ししましょう。真冬のある夜，ジョセブは

幌馬車を手に入れて，オハイオ州カー トランドか らのがれま

した。ジョセブ達は殺害を企てる暴徒に追われました。

「酷寒の中で，我々は幌馬車に隠れ，ある時は，我々の命、

をね らって手にピズ トルや銃を持ちカー トランドか ら３００キ

ロも追って来た者の追跡か ら逃れねばならなかった。追跡者．

とすれ違 うことは度４あったし，同じ宿に泊ったことも二度

あった。一度は，仕切 りを隔てただけの隣り合わせでで晩を

過ごしたこともあった。我々を捕えた時の誓いや，のろいや

おどしの声が聞えて来た，そして，その夜遅 く彼 らは我々の

部屋 に入って来て首実験を したが，違 う男達と思ったらしく

出て行・た・ある脚 斌 々は道で彼 らとすれ違い・お互
、

いに見つめ合ったが，．彼 らはそれと気がつかなかったＪ ．、。

遂に，暴徒達は予言者の追跡をあきらめてカー トラン ドベ

戻って行き，ジョセブは ミズーリ州へ行 きました

それか ら一年 もしないうちに，予言者は別の暴徒に襲われ

裏切 られ，彼 らの手におちました。・「暴徒達」は不法な軍法

会議を開 き，翌朝ジョセブを銃殺にするという判決を下しま

した。処刑の時間が来た時，執行は延期 され，ジ ョセブとそ

の友人達は射撃隊の前にひき出されずにすみました。暴徒達

は彼 らの命は助けましたが，モルモン教徒は牢獄から牢獄へ

と引き回され，人々か らあざけられ，ざらしものにされつば

を吐きかけられました。ジョセブとその友人達は，出獄を許

可 されるまで，冬のさなか悪夢のようなリバティ牢獄の夜を

過ごさねばなりませんでした。

迫害の手がのびジ 日毎に苦 しい思いを していた幾人かの教

会員や元教会員によってさえザ ジョセフの命をね らう企てが

試み られていました。聞 くところによれば．ウィリアム ・ロ

４２０
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ウの鉄砲係として働いていた少年を含めだ人々の手により，

その策が講 じられたことがあったそうです。その少年は， ロ

ウが予言者殺害計画を立てているのを立ち聞き．して， 「急い

で身仕度を整え，．予言者の家へ駆け？け，見聞きした一部 始

終を話し，何をしたらよいかと尋ねた。すると予言者は，そ

の少年に向って，主人の命令に従 うようにと言い，銃に装弾

しておくようにと勧めた。また，時が来 るまで，彼 らは私を

撃つことがで きないと語った。少年は，主人の言 うところに

従らた。翌朝，ロウは少年に彼の六連発式 ピス トルを磨き，

装弾 しておくように命 じ，少年は予言者の忠告を思い出し，

そのようにした』狙撃の機会が到来 した時， ロウは予言者に

ピス トルを向けた。 ロウは必死に引き金を引いたが六発のう

ち六発とも不発に終った。 ロウはピズ トルが不発に終ったた

めに怒 り，正 しく装弾 しておかなか６た少年を責めた。けれ

ども少年母 しく装弾 レたと答えたρで・・ウはポス トをめ

がけゼ引き金を引 くと，六発とも発砲 した」

ジ ョセブ らス ミスの死ぬ時期は，
，まち来ていなかったので

す。

けれども，ジョセブはこの出来事以来，死に備えて準備を

始めました。

ジョセブに 詮つて解決しなければならない最も重要な問題

の一つに，指導者の問題がありました。すなわち，予言者の

死後，．ガれが教会を指導する責任を蒋つかという こと で し

た。『ハイラム ・スミスは教会の副管長でしたので，彼がその

責任を継承する権利を持つはずで した。「．この地位にあって，

（初めはオリバー ・カウ ドリで したが）ハイラムは弟のジョ

セフと共に大管長会のすべての鍵 と権能を持っていました。

ハイラムの持つその権利に従って，ジョセブはハイラム ・ス

．ミス毒太管長の後継者として・ 「按手聖任」しました・その

後予言者１まハィラムに，家族に危険がな くなるまでノーブー

を離れているように言いました。けれども副管長は， 自分の

証を予言者の証 と共に結び固めることは，彼の責任であるこ

とを知っていました。あきらカ∫に，ハ・ｆラムは，大管長 とし

て弟の後継者 となることもできま「じた し，カーセージに行っ

て，ジョセフと同様証を自分の血によって結び固め ることも

で きました。ハイラムはそのいずれをも選ぶ ことができまし

たが，カーセージに行 くことを選びました。従って，十二使

徒評議員会が当然の結果として大管長のつとめを継 ぎ ま し

た。

「殉教す る数ケ月前か ら」ジョセブは，十二使徒会が教会

を指導することを 「完全に知って」いま した。 ζの責任の準

備をさせるため，ジ ョセブは 「毎日神のみたまと権能を身に

まとって，十二使徒の前に立ち，神託，天に就けるものの様

式，王国の鍵，神権の権能，時満ちたる最後の神権時代の知
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識に関 して指示を与えた」

ジョセブが十二使徒達に鍵を授ける前に，十二使徒の個人

指導だけでなく，教会全体にもかなりの指示が必要で した。

たとえば，ジョセブは殉教数ケ月前に，教会が西へ行 くこと

をはっきりと知っておりました。ジョセブは教会員達に， こ

の西への移動は計画の一部であって，ブリガム ・ヤングや彼

の同僚の考えに始まった当初の計画と離れた革新的なことで

はないことを理解 して欲 しいと願っていま した。

ですから，予言者は会員達にいつもその移動の準備をさせ

ていま した。彼は聖徒達の定住地を見つけるのに西へ行かせ

るため探険隊を組織 しました。けれども探険隊をす ぐには派

遣せず， ノーブーに留ま諺 せ，定期的に会合を開き，ロッキ

．一山間地方についてすでに知 られている事柄を徹底的に研究

一しま した。また，聖徒が喜んで西へ旅することができるよう

な道筋の地図を作 りました。聞 くところによると，ブリガム

・ヤングやモルモン大隊の人々もこの地図の写 しを使ったそ

うです。

予言者は，また西部で教会員を治める政治機構 も組織 しま

した．当時，大盆地地域 はメキシコの領土で，合衆国の統治

管轄外にあ りまし吹。ジョセフの組織によると十二使徒評議

員会をその一部 とする五十人評議会を召集 し，彼 らが統治機

関に加わりう教会員の西部移民，移住を指示するのでした。

ジ ョセブやハイラムが自ら指揮 しな くとも正しく機能を果

たせるように教会を組織 してか ら，ジョセブは，指導者達を

集めて最後の指示を与えました。ウィルフォード・ウッドラ

フとベンジャ ミン Ｆ．ジョンソンはその集会の模様を次の

ように書 き留めています。

「十二使徒評議員会に対するジョセブ ・ス ミスの最後の話

は， ノーブーのとある建物で行なわれた。それは，今まであ

るいはこれか らも死すべき人間からは聞 くことのできないよ

うな話であつ党。・ジョセブは神の 「みたま」 と権能を身に零、

とい，顔は號珀のように輝いていた。’部屋は焼き尽 くす炎に

満ちているようであった。 ジョセフは三時間立ったままでこ

のように話 した。 『あなたがた神の子羊の使徒達は，地上で

主の目的を遂行するために選ばれた。私は今や，この神権時

代の頭 として立つ予言者，聖見者，啓示を受 くる者 として，

時満ちたる最後の神権時代につけるあらゆる鍵，あらゆる儀

式，あらゆる原則とあらゆる神権を受けている。私はこれら

すべてのものをあなたがたの頭に結び固ある。

そ して，主の御名により，私は今や全世界の人々』の神の王
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国をささえる責任を肩からおろ し，神の王国につけるあらゆ

る鍵，権能，特権を伴 う責任をあなたがた十二使徒に置 く…

…』」

福音の回復と教会の設立に関する限り，予言者は彼の証を

結び固めることを除いて，すべて課せ られたことをなしとげ，

今やその残されたものをなしとげる準備ができていま した。

ジ ョセブ・ス ミスがその時どのように感 じていたかを知 る

ことは困難です。後に述べたことですが，彼は 「死なねばな

らない」 ことを知っていました。友と共に留 りた くも思いま
や ほ

したが，安らぎをも望んでいました。ベ ンジャミン Ｆ．ジ

ョンソンの記録によれば，殉教する直前，予言者はジョンソ

ン兄弟の家を訪れ， 「疲れ切った様子で深いため息をつき，

椅子に深 く腰をかけて言った。 『私は本当に疲れ切って しま

った。休みた く思うこともある』。そして，彼の生涯の働き

苦難，犠牲の最も感動的ない くつかの事件を私達に語 り，そ

して次のように言った。 ｒ私は疲れた。休息に入 りたい』彼

の 言葉 とその声の調子に，私はぞっとするような気持を覚え

衝撃を受けた。あたか も彼にもっと生 きていてもらいたいと

いう私の望みに矢が ぐさりとささるようであった。私は，心

の中に悲しみがあふれて， こう言った。 『ジョセブ，私達民

は，あなたがいなかったらどうしたら良いのですか，末 日の

偉大な業はどうなるのですか』。 ジョセフは私を見て， 私の

感情の激動に心を動かし， 「ベ ンジャミン，私は幕の向う側

にいて，この王国の建設のため，あなたがたと一緒に偉大な

権能を使って働いているだろうから，決 してあなたがたか ら

離れるわけで１まないのだ。』と述べた」。

しばらくして，予言者の生命を狙 う陰謀が企て られ ま し

、た。 ２００人に及ぶ予言者の敵は秘密結社を作 り， 「ジョセ■フ

とジョセブに従 う人々を滅亡させるため」，生命，自由，力，

すべてを捧げるという誓いが立てられま した。

予言者はこの陰謀について友人達か ら逐次知 らされていま

したが，彼は以前からそれを知っていました。彼 らの目．的に

人々の関心を引きつけるため，徒党１まノーブー ・エクスポジ

ター （ＮａｕｖｏｏＥｘｐｏｓｉｔｏｒ） という新聞を発行．し．ま した。創

刊紙で，予言者を 「あばく」と題 して！、陰謀者達は，啓示の

一部を，信 じられないような汚 らわしい言動やわいせつな話

をでっちあげて真実をゆがめて報道 しま した。ジョセフ ・ス

ミスを市長 とした市議会は，その新聞社を不法妨害行為 とし，

解散 させました９すると陰謀者達は・憲法で定める出版の自

由に反するとして告発 しました。これによ り州の人々は刺激

され，州知事 もジゴセブ ・ス ミスを有罪ζ認め，州兵を装っ

た暴徒１ま結集 し」 ノーブー市襲撃の準備を始めました。

１８４４年 ６月．２２日， ジョセラは最後の日記を記 しています。

．「私はスティーブン ・マｒカムに話 した。私とハイラ．ムは
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今度捕えられたら，虐殺されるか，私が神の予言者でなくな

るだろう。私はハィラムが私の血に報いるために生きて もら

いたいと思っているが，ハィラムは私から離れないと決心 し

ているようだ。」

明らかに予言者は 「再び捕えられる」 ことを知っていまし

た。けれども，彼は事態に巻き込まれることを知っており，

暴徒によってではなく彼自身で暴徒の手に落 ちることを決意

していました。

ジョセブは死ぬ前，すでに多 くの必要な打合わせを済まし

ていま した。最後の日記をつける二日前，すでに政治 目的の

ために東部へ送っていた十二使徒達に宛てて手紙を書 き，す

ぐさまノーブーへ帰 るように指示 レま した。

予言者の最大の望みは，暴徒達が ノーブーに入らないこと

で した。暴徒達がノーブー市に近づいているというニュース

を聞いた時，予言者は兄のハイラムと共にミズーリ川を渡 っ

て西部へ向 うことを知 らせま した。暴徒が市に入って来て，

ジョセブがそこにいないことを知れば，市には何の危害も加

えずに立ち去るであろうと言って，ジョセフは友人達を安心

させました。そ して，ジョセフとハイラムは川を渡 一りま し

た。翌朝，暴徒が市に着き，予言者がいないことを知ると，

言った通 り，暴徒は 「す ぐさま」立ち去 りました。

二人の兄弟は今や自由の身となりま した。 もし望めば，敵

の手を逃れて，西部へ行 くこともできま した。けれども，二

人は 「終 りまで見極める」ことを選びま し鵡 （これはハィ

ラムの言葉でしたが，ジョセブも来るべき殉教を指 してこの

言葉を一度使ったことがあります）カーセージへの道で，ジ

ョセブは次のように述べま した。

「われは，今ほふり場に引かるる羊の如 く行 く。 されどダ

わが心は夏の朝の如 くに穏かなり。わが良心は神に対 しまた

すべての人々に対 しいささかの答めもなし。われは罪な くし

て死なんσ而 して，世の人々は彼は残忍なる者の手に殺され

たりと言わん」 とご （教義と聖約 １３５：４）

数 日後，カーセージの獄中で， ジョセブは妻に宛ててこの

ように書いています。 「私は自分が正 しいことを知 り，また

最善を尽 したことを知って，今はただみこころに任せている

子供達 と友人に私 の愛を伝えてくれ……」

最後の時が来ま した。暴徒は牢獄の扉を乱打 し，ハイラム

は狙撃され，床 に倒れました。予言者は 「穏やかに扉を離れ

ると，ピス トルを床 に置 き，窓へ飛び上った。すると同時に

扉の方か ら発射された二発の銃弾が彼を貫き，外からの一発

が右胸に命中 した。ジョセブは 『おお主よ，わが神よ』と叫

びながら，暴徒の手へと落ちた。」

「証詞を遺せ し人たち今や亡 し。 されどその証詞は効力あ

り。」（教義 と聖約 １３５：５）



モ ル モ ン 大 隊 の 記 念 碑

リ チ ャ ー ド Ｊ． マ ー シ ャ ル

＿ の夏 ， カ リ フ ォル ニ ア州 サ ンデ ィエ ゴ の町 は人 々が 足
一

を踏 み入 れ て以 来 ２００年 目 を迎 え ます 。 これ を記 念 し

て ユ タ州 の 開拓 者 の子 孫 で あ る人 々 は会 を開 き， ま た一 つ 新

しい モル モ ンの芸 術 作 品 を 作 る こと に決 め ま した。 そ れ は 背

中 に背 の うを せ お い， 肩 に ライ フル 銃 を か け，左 手 に モル モ

ン経 を しっか り と握 り しめ て進 軍 す る モル モ ン大 隊 を 現 わ す

９．５フ ィー ト （約 ２，８５ｍ） もあ る巨 大 な彫 像 で す。

この記 念 碑 は ソル ト・レ ー ク市 で モル モ ンの彫 刻 家 エ ド・フ ロ

ー トンに よ っ て創 作 され ， す ぐに ・イタ リアの フ ロ ー レ ンス に

運 ば れ青 銅 に鋳 造 され て い ます 。 これ は サ ン デ ィエ ゴ市 に寄

贈 され， １８４７年 か ら１８４８年 まで そ こに駐 留 して い た モル モ ン

大 隊 が サ ンデ ィエ ゴ伝 道 部 につ く した偉 大 な 貢献 を 永久 に記

念 す るた め に， 市 の公 園 に設 置 され る こ と に な って い ま す。

メ キ シ コ との戦 い で カ リフ ォル ニ アを 守備 す るた め に送 ら

れ た モル モ ンの将 校 た ち は， 守 備 隊 と して の責 任 だ け に満 足

せ ず ， 隊 を 「家 を建 て， 井 戸 を 掘 り， 囲 い を作 る」等 の仕 事

につ か せ ま した。 そ して， モル モ ン大 隊 は カ リフ ォル ニ ア で

最 初 の れ ん が焼 きのか まを 作 り， そ こで焼 い た れ ん が を使 っ

て 大 きな裁 判 所 と学 校 を建 て ま した。 この二 つ の素 晴 ら しい

建 物 が完 成 した時 ， 市 民 は完成 を祝 って パ レ ー ドを くり広 げ

ま した。

当 時 の歴 史 家 は この よ う に書 い て い ま す。 「これ らの仕 事

以 外 に， モル モ ンはサ ンデ ィエ ゴ市 民 の た め に多 くの大 工 仕

事 を し， た くさ ん の人 々を 危 険 か ら守 っ た。 そ して彼 らは多

くの サ ンデ ィエ ゴ市 民 に惜 し玄 れ て そ こを去 っ た 。」

そ の モル モ ン大 隊 の一 員 で あ った ヘ ン リー Ｇ． ボ イル は

そ の仕 事 に つ いて 次 の よ う に記 して い ます 。 「私 は， サ ン デ

ィエ ゴ全 市 を水 しっ くい で きれ い に塗 っ た よ うな気 が す る。

我 々 はか じ屋 の仕 事 ， パ ン工 場 の建 設 ， 荷 車 の製 造 ， 修 理 …

… とサ ンデ ィエ ゴ市民 だ け で な く我 々 に も益 と な る よ うな こ

とは すべ て や った。 市 民 は我 々 に非 常 な愛 着 を 感 じるよ う に

な っ て き たの で， 我 々 の軍 務 期 間 が 切 れ る前 に彼 らは 我 々 の

軍 務 期 間 の 延長 を知 事 に請 願 したの で あ る。 この請 願 書 に は

サ ンデ ィエ ゴ全市 民 の 署名 が集 ま っ た 。」

三 ヵ月 間 の重 労 働 の後 ， モル モ ン大 隊 の 大部 分 は サ ンデ ィ

エ ゴ を去 って サ 遜バ ー ナジ ノへ 移 りま した。 そ こで の彼 らの
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任務は，シエラ・ネバダ山脈のカジョーン峠を守備 し，イン

デアンが襲って くるのを防 ぐことで した。一方，サンディエ

ゴに残った隊は１８４８年の ３月までそこに留まり，その後 ボイ

ル大佐 とオリン・ロックウェル大佐 （前年の冬，ソル ト・レー

ク市か ら赴任 してきた）の二人の指揮のもとにユタへ戻 り，

南カリフォルニアか らユタまでの最初の道を切 り開いたので

す。

１８４７年にユタへ向って出発 した兵士のほとんどは， カリフ

ォルニア海岸づたいに歩いてサクラメン トまで行き，そこで

彼 らはジョン Ａ．サター大佐 （アメリカの探検家）のとこ

ろで一時働きました。合衆国政府の軍務についていた時，ひ

と月に７ドル得ていたかつての大隊のメンバーは，サター大

佐の水車用水のみぞ掘 り仕事に応 じたのです。

長い旅を通 してモルモン大隊の歴史を書 きついだ公式歴史

記録者ダニエル ・テイラーは彼の戦友が金を発見 したことを

たたえて次のように書 き記 しています。 「モルモンの労働者

が我が国の富の最も大きな資源を開発 したと言って も決 して

過言ではないだろう。」また彼はこのようにも記 しています。

「１８４８年の １月２４日頃だ
ったと思 うが川が急流と化 し，製材

所をその流れの中に巻 き込んでしまった………かなりの倒壊

を招 き，家の土台ごと押 し流された家屋 もあった。マーシャ

ル指揮官が押 し流された状況を見に降 りて行き，いろいろ調

べていると，ふと黄色のぴかぴか輝いている金属が彼の目に

とまった。拾いあげて調べてみると，それは金であった。」

しか しブ リガム ・ヤングはモルモン大隊に家族をともなっ

て自分と一緒にグレー ト・ソル トレーク盆地へ行 くように勧

めたのです。隊員は彼の言葉に従いました。 「我々は聖徒 と

ヤング兄弟と共にその：地を耕すたあに、金の出る土地を断念

したのだ。」と彼 らは語ったのです。

サンディエゴの記念碑は彼の静かなる勇気と献身を生き生

きと描写 しています。兵士は手中にモルモン経を握 りしめて

いただけでな く，ブ リガム ・ヤングの指示通 り背のうの中に

聖書をも持っていたのです。そのような指示を与えたヴ リガ

ム ・ヤングは，かつて徴募軍曹としてウイラー ド・リチャー

ズを書記にともない，教会や政府に求められている５００人の

志願兵を募 るために活発に働き，立派にその任務を果たした

のです。 腎

これは兵士たちの持つ異常な力によるものでした。ブ リガ

ム ・ヤングは各隊の隊長に 「隊員一人一人の父親になって，

すべての職務を神権の力によって行ないなさい」と指示 し，

さらに， 「その力はあなたがたの生命を，隊員一人一人の生
ら

命 を守 り， 多 くの困 難 を切 り抜 け させ て くれ るだ ろ う 。」 と
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約束 したのです。また 「常に清潔であるように，また隊員に

純潔，上品，丁ねいを教え，ののしりの言葉を許すべきでは

ない」と忠告 しました。そしてついに彼は， 「たとえどこへ

召集 されても，次の神殿は必ずロッキー山脈の大盆地に建て

られる。それは聖徒が暴徒か ら身を守ることのできる要塞 と

なるであろう」と約束 しました。

長いたい くつな旅の途中に，またサンディエゴで重労働を

している間，彼 らの心の中には大盆地で必ず家族や友人と会

えるという強い確信がありました。サクラメン トで金が発見

されたにもかかわらず，ヤング大管長の忠告と約束は彼 らを

金の誘惑から遠ざけ， 「再び聖徒と共 に生活する」という彼

らの目標を心に持ち続けさせま した。

サンディエゴでの大隊の指揮官Ｐ．セン ト ジ ョ・一ジ ．ク

ック陸軍中佐は教会の会員ではありませんでしたが，モルモ

ン大隊の人々に心か ら愛されていま した。彼がアメ リカの公

式歴史記録にこの異常な力に対する賞讃（ρ言葉を書 き記 した ．

のは，サンディエゴにいた時で した。彼 らが丁度３２００キロメ

ー トル以上にもわたる進軍を終えたことを指摘 しこのように

記 しています６ 「この歩兵隊と同じ経験をしたものを歴史の

中に捜 し求あようとしても無駄であろう。歩兵隊の通らた道

はそのほとんどが野獣のすみかか，または水がないためどん

な生物 も存在 しない荒涼とした砂漠だけであった。その砂漠

の中で我々は，水が湧き出そうもない井戸を深 く掘 り，後に

続 く旅人のために備えを した。 こうして案内人の助けもなく

我々は人跡未踏の大平原ヘー歩一歩足を踏み入れていうたの

である。．行けども行けども我々は永めありかを見出すことが

できなかった。金てことつるは しを手に持ち．野性のやぎ以

外に何者 も通れそ うもない山を極え，我々の馬車より狭いわ

ずかな岩の裂け目を切 り開いて道を作った∴…∵こうして衣

料 もなく，食物も満足に得 られず，わずかに野生の動物の肉

で飢えをしのぐといつた状態で進軍 し，彼 らは国家に偉大な

貢献 となった道を切 り開いていらたのである。」

モルモン大隊のなした貢献は南西地域において，い‘くつふ

の点で重要な意味を持っているはずですが，自分たちの見出

したものをより良いものとするために骨を折うて働き，芦タ

の荒れはてた高い山々にまで足を踏み入れていった；勇敢な

ぞして勤勉な兵士をたたえているのはサンディエゴの人々で

す。

戦闘と緊迫 した現代において， この新 しいブロンズの記念

碑は他の時代の他の兵士達一人一人の犠牲を無言のうちに証

言 しています。神と国家の項めに働 く・という、ｒ国を愛する者

：の目標に向って彼 らは進軍 しているのです。１ン

忌子に対 して

思 うこ と

ダ ニエ ル Ｓ ヘ ス

私は息子のスティーブンを しかるのに，体

罰を使 うまい。

人生最大の理想は，強制ではな く愛によっ

て達成される。

大人と同 じように，息子にも：尊敬の気持を

もってはげましつきあいたいα

消極的な態度をとって，息子を萎縮 させた

り，失望させまい。

愛や感謝 という積極的な態度をとろう。

．息子の身体が成長するにしたが って多くの

エネルギーが消費されるのを忘れ糞い。

いつも自分の短所を思い起 こし，私が若い

時に忍耐と理解を示 して くれ た人々に感謝 し ・

た ことを忘れないでいよう。

私は息子の父親なのだから，息子あ前にあ

っては，いつも威厳と尊敬をもって振舞おう。「

．息子はまだ幼な く・理解できる年頃で｝さない『

ことを認あなければならない。

模範が最大の教師であることを忘れまい。ｒ

私の思いと行ないは，息 子にまねて欲 しい も

のだろうか。

大きな成功を収めるかどうか「は，私の息子

に対する行ないにかかっ■ている。父親として．

私にゆだねられている信頼という責任は，．『い

つまでも消えることがないか らである。いわ

ゆる’この世的な名声は死 と共になくなるが，

すばらしい両親 となることは》 この世でもま

た永遠にも，多 くの霊達に直接間接に影響を

与えるのである。

この世で一番大切．な皐は子供であり，．それ

はこの世の肉体を与えられ，私にまかされた

霊なのである。

４２５



愈

汝 主 を 愛 す べ し

十二使徒評議員会補助

ヘ ン リ ー Ｄ． テ イ ラ ー

教諜雛鍵翻馨離識嘉瓢遷
の家 庭 は 幸 福 な は ず で すσ 』

救 い主 が 地上 で そ の使 命 を果 た して お られ糞 間 ， 特 に愛 の

原 則 を 強 調 され ま した。 あ る時 一 人 の博 学 な律 法 学 者 が 救 い

主 に近 づ き質 問 しま した。 「先 生 ， 律 法 の中 で ， ど のい ま し

めが い ちば ん 大 切 な の で す か 。」 ・ｆエ スは 言 わ れ ま した。

「『心 を っ くし
，精 神 を つ くし， 思 い を つ く して ，主 な る あ な

た の神 を 愛 せ よ」６ １これ が い ちば ん大 切 な， 第 一 の い ま しめ

で あ る。 第 二 も これ と同様 で あ る。 ｒ自分 を愛 す る よ うに あ

な た の隣 り人 を 愛 せ ホ』。 これ らの二 つ の い ま しめ に， 律 法

全 体 と予 言 者 とが， か か っ て い る」。 （マ タ イ２２：３６～ ４０）

ま たあ る時 ，主 は ，天 父 な る神 と隣 り人 を愛 す る．こ とに加

えて ， 私 達 の 敵 す らも愛 す べ きで あ る と教 え られ ま した。 私

達 人 間 の弱 さ と偏 見 か ら考 え る と， これ は大 変 な チ ャ レン ジ

です 。 主 は この よ うに 勧 告 して お られ ます 。 「あ な たが た の

敵 を 愛 しジ の ろ う者 を 祝 福 し， 憎 む者 に善 を な し， さ げす む

者 ， 迫 害 す る者 の た め に 祈 れ 。」 （マ タイ ５ ：４４， 欽 定 訳 ）

ア メ リカの あ る政 治 家 が， この よ うに述 べ た ことが あ りま

す 。 「友 達 に な る こ とで 敵 を負 か せ 。」

ま た， 別 の 政 治 家 で こ うい う言 葉 もあ ります 。 「あ な たが
を

轍 を 作 っ たの だ か ら， 敵 に親 切 に しな けれ ば な らな い 。」

ｉ主は輝 考にその妻に関して強・・酷 を与えておられま
。 こごに主の戒あを述べます。 「汝 ら誠心を以て妻を愛 し

ド
これと結び合うべし。その他の者に愛着することなかれ」

教義と聖約４２：２２）

ｉ この偉大な徳すなわち愛のもつ一面と慈愛 （純粋な愛）と

や関係を老．えてみて ください。

４２６

ある点か ら見ると愛と慈愛は同義語のようです。古代の予

言者モロナイは，父モルモンを例にとってこの点を明 らかに

しています。 「……あなたたちにもしも愛 （慈愛）がないな

らあなたたちは空 しい者である。……この愛はキリス トの純

粋な愛であって永遠につず くものである。従 って終 りの日に

このような愛を持っている入はさいわいである。」（モロナイ

７ ：４６～４７）

慈愛は，キリス トの純粋な愛だけでな く，私達のキリス ト

に対する純粋な愛とキリス トの私達に対する愛 という意味 も

あります し，あるに違いありません。

救い主は，愛に関する御自身の言葉が決して空 しいもので

ないことを立証されました。主 は自ら私達のために生命をお

すてになって愛を示 し，私達は主の瞭いの犠牲によって救い

を得 られるようになり，私達が主の戒めに従 うことによって

昇栄と永遠の生命を得ることができるようにな つたのです。

主の瞭いは， 「人がその友のために自分の命を捨てること，

これよりも大きな愛はない」 （ヨハネ１５：１３） という教えに

意味を与えたので レた。心か ら愛していなければ，友達のた

めに命を捧げる人はいません。

主の非利己的な行ないは，他 の言葉にも非常な重みを与え

ています。 「わたしは，新 しいいましめをあなたがたに与え

る。互に愛 し合いなさい。わたしがあなたがたを愛 したよう

に，あなたがたも互に愛 し合いなさい。」（マタ・ｆ１３：３４）

西 ド・ｆツのミュンヘンに住む一人の孤独なペルシャ留学生

が入生の意味を見出そうと悩んでいました。彼は，特に戦後

のヨーロッパに満ちている物質主義，利己主義の世の中に心

が乱されていたのです。ある時， ドアをノックするので開け

てみます と，二人の人のよさそうなモルモン教会の長老が立



っていました。彼は宗教には全然興味を持っていませんで し

た。彼の心は冷やかな気持 と疑いに満ちていて，そのために

神は存在せず人生にも意味がないと考えるほどで した。

彼は，二入の若者の英語のアクセン トに興味をひかれただけ

で した。彼は４力国語をマスターしていましたが，英語はま

だで した。

彼は長老達を招 き入れました。‘けれども話 し合いを始める

前 に， こう注意 しました。 「私はあなたがたの神やあなたが

たの宗教の起源について聞きたくありません。ただ一一つお聞

きしたいのは，あなたがたは，お互いにどんなことをしてい

るかということです。」彼は返事を待っていました。 長老達

が互いに顔を見あわせると，彼は疑いの目で見ているようで

した。

そして，一人の長老が隠やかに言いました。

「私達は互いに愛 し合います。」

この簡単な言葉程， このペルシャ青年の心をさしつらぬい

た言葉はあり一ませんで した。それは， これらの宣教師が主の

真の僕であることを，聖霊が彼の心に直接証 した か らで し

た。それからまもなく彼はバプテスマを受け，現在では，も

うすぐ博士号を受けるはずです。 ζれ らすべては， モルモン

の若い宣教師の言った真理， 「私達は互に愛 し合います」に

よるものでした。

実際には，すべての宗教が互に愛 し合 うようにと教えてい

ます。けれども回復された教会は，どのようにして互に愛 し

合うかを教えています。ホーム ・ティーチング，すば らしい

福祉プ白グラム，神殿での自己を捨てた奉仕，全世界の宣教

師システムは，救い主の教えづすなわち 「自分を愛するよう

にあなたの隣 り入を愛せよ」を非常に実際的な方法で表わし

ています。

この復活祭の時にあたり，私達は瞭い主の犠牲を思い，主

の大きな恩恵を受けていることに心からの感謝を感 じており

ますの 、．、

天父が救い主の腰いを受け入れ られたというζとは，私’

子供達を愛 しておいでになる証拠です。一人の予言者はこの

ように述べてその点を明らかにしております。 「神はそのひ

とり子を賜わったほどに， この世を愛 して下 さった。それは

御子を信 じる者がひとりも滅びないで，永遠の命を得 るため

である。」（ヨハネ３ ：１６）

私達はどのようにして，天父や救い主に対する愛 と感謝を

表わ した らよいでしょうか。主は私達 に鍵を与えて下さいま

した。主の戒めに耳を傾けてみましょう。「汝 らもしわれを愛

すれば，われに仕えわがすべての誠命を守 るべ きなり。」（教

義と聖約４２：２７）

愛は永遠の原則であり，不滅の徳です。愛はこの地球が創

造 される以前か ら存在し１永遠に力があります。マッケィ大

管長はこの愛について次のような意義深い宣言を さ れ ま し

た。 「愛は人の霊がもつ最も神聖な属性である。もし，あな

たが霊の不滅を受げ入れているなら，・すなわち，．死後 も存続

す る と信 ず るな ら，愛 も存 続 す る こと を信 じな くて は な らな

い 。」

けれども，愛は失われることもある徳です。怠惰，不注意

無関心の結果， しぼみ，死んでしまうことがあります。です

から，マ ッケィ大管長は次のような美 しい言葉で注意を与え

ておられます。 「愛に食物を与えなければならない。……愛

には栄養を補給することが必要である。毎日食物をとらない

と肉体が餓死すると全 く同 じように，愛 も毎 日食物をとらな

いと餓死するのである。」

もし，愛の原則を表わ し，行なうならば，今 日この動揺す

る世の中で人を悩まし，不幸と悲 しみの原因となっているほ

とんどの病いや不安は消え失せるでありましょう。

もしジ私達が主 なる神を愛 し，主の戒めを守ることで愛を

示すならば，私達は法律を守る民 となり，警察や刑務所の必

要もなくなるでしょう。

もし，お互いに愛 し合い， 自分のように他人を愛するな ら

ば，鉄条網や銃や剣を持つ人々に守 られて，会議や集 りを開

く必要もないで しょう。

もし，私達が自分を迫害する者を心か ら愛 したならば， も

はや敵ではなく友達 となり，戦争や流血 もなくな る で し ょ

う。

もし，夫が妻を心か ら愛 し，妻は夫を愛し，両親は子供を

愛 し理解 し，子供は両親を愛 し敬 うならば，人々の間に無信

仰，１不忠実，口論，けんかはなくなり，離婚，少年非行，家

庭の崩壊，若人の欲求不満は減少 し，社会，道徳 経済の危

機はなくなるで しょう。そして，平和が世の中に満ちるで し

ょう。

アイゼンハワー将軍は，愛を示すだけでな く，他人のため

に愛を表わ した人で した。晩年彼はこのように言っています。

「私はいつ も妻を愛 し，子供達を愛 し，孫達を愛 し，国家を

愛 した。」 ＿＿一 …一　一一一一 『　 一　一～ ‘一．．一一一ｖ　　 ヨコ　 　 へ

∫数年前，マッヶイ大管長はこの建物に集った兄弟達に苅煽 、 １

もし，ζζに出席 している９，０００入位の神権者達がここか ら ト

出て行って，…一 れば，世界を変

りま す。 ひ 」

私 達 は 初 に 自分 の価 ＝ ，

える力を持つであろうと話 されました。私はこれ を信 じ’ま．

す。また，ここに集 っている私達，テレビや ラジオをお聞き

の皆 さんが， これ以上に偉大力 、則はないという ． こ

完全に従 って生活するならば，私達の生活，家庭 隣人，鼠 、

家，そ してついには世界を変える力を持つことができること

を信 じます。最近の歌の一節にこのような感激する言葉があ

「 」

自分を愛 し，大切に し，そ

して覚緒た生活する入々，基蜘 を愛することによ．り
こ ’える を持つことができま ． １ ［

一 ずよ．う一一一一一～」

に，主イエス ・キリス トの御各により謙遜になって祈 り奉 り

ます。アーメン。

４２７



嚢

模 ．範 の 力
十．二．使 徒 評 議 員

デ ル バー ト Ｌ ス テ イ プ レー ．

．す る兄弟姉妹 と部友達 の皆 さん。現在の この道徳的に も霊的愛

にも質敗 レた世 ②中に真琿 と毒脅広め よう
．とす るな 弓ば，．私

達は生活でキ ．リス ．トの垂 れたも うた模範 のよう に，福音の原則，標

準，理想を実践すべきであり，私達は ζのことにもっと注意を払 う

べきであり紘 霊の船つき場を離れて陣 薄ｒ通じる悪噂 噸

み入 るζ．とな ξで きませんρ

．世 の中は， ζれ までμ上 に良 き道徳 と霊性を備之た男女，．すなわ ．

ち神の戒めを断固 どして守 り，．真実 と義 の模範 に生 きる人 々を必要

として います。

糠 難欝 ｌｌ灘 三孟
この間，私は，あ る，ステー牛部大会 に出席 しての帰 りに，非番のス

チ．ユワーデ スと飛行機で同席 しま した。 自司紹介の後，彼 女は友達

の二人 にｚ々 ト・レー クか ち来 た人輝 いるζ言 いま した。私は，そ

ρ雄 はモ厩 増 会の会員宵 か．と尋吟ま．す と・そ うでず とい ？
ことで した。また，その友達 は宗教 に忠実な生活を していますか と

難戴轡ｉ雛１繋熱
大切 な点を三つあげて下 さい と尋 ね られ たある名教師は次めよ．うに

答 えて います。す なわちゴ 「第 一に模範 によ って教えな ざい。第二

に模範 によ って教えな さ・い。第 三に模範 によ つて教えな さい」

私達 の救い主 イ．エ ズ ・キ リ界 ト鵠 １他 に類 を見ない最も．偉大な教

師で した♂ イ止 ズの教えは，．いづ め世 にもずたれ ることはあ り．ませ

ん。．なぜなちば，．、イエスは 自ら．の生活 の模範 によ って，．教えを強調

されたか らです６ ．・・ ．：’ ・ ．． 『

宗教的見地か らす．ると，模 範 とはジ 毒る人 あ．ξいは人々が，ｒ他の

人がまねて利益 とな るよ うな行 な．いやふ るまい を示す ζ．とです。 ，

「現代 ほど，．．高 く理 想主義 的な動機 に基いて行動す る．ことのすた

れだ時代はない。．我々の時代 の理想主義 はもはやなお ざりに され，

我 々はその罰を受けているので ある。∫

．高適 な考えや言葉 も適切な模範がな ければ
，．．いだず らに鳴 り響 く．

鏡鉢の ようなもめで，意味 があ∫りまぜん。

「雷のよ うに鳴 り響いで 何 を言 らで し｛．るめ ゐ〉さＬ６ぱ．り’わか らな

し～」．とエ 受」 ソシは言 つています『 ．． 〔∴ ．「 『．ｒ．＝∵

「… …見よ，われは光 な り。 われは汝 らのためにすでに模 範を示

しぬ」 （皿ニー ファイ１８：１６）

麟い主 の与えたも うたこのチ ャレンジを含んだ言葉 にはγ安 全 と

保証炉約束 されてい ますｑ ．

使徒 ペテ ロは この言 葉が真 実で あることを強調 して次のよ うに述

べています。 「あなたがたは，実 にそ うす るようにと召 された⑳で
．

ある。 キ リス トも，あなたがたρために苦 しみを受サ，御 足の跡 を

躍み従 うよ うに と，模 範を残 され たので ある。 キ リス トは罪 を犯 さ．

ず，そめ口には偽 りがなか つた。 のの しられて も，のの しりかえさ

ず，苦 しめ られて も，おびやかす ことをせず，正 しい さばきをする
』かた

に，い っさいをゆだねてお られた。」（１ペテロ ２．：２１～２３）

糠 繋驚灘辮
．きます。 「そのよ うに，あなたがたの光 を人 々の前に輝 か し，そ し

て，人 々があなたがたのよいお．ζ尽いを見て，天 にいますあなたが

たの父をあが夢 るよ うに しな さい 。」

この聖句は良い模 範の重要性 と価値 を強調 しています、

デ ビ ド Ｏ．マ ッケイ大管長 は以前の総大会 メッセー ジで， この

藤鷺難騨 灘難
私達め愛する大管長の この言葉 は， これが述べ られた２１年前，ま

た も っと以前 と同様今 日にも時宜を得ています。 それ は，邪悪 に満

ち，堕落 した今 日を見 ればあき らかで あ．ります。

雪 贈 セ ・ス ミ盗 墜 ２≦は正 しい原墜 」らや た後， 自

遡 であ昼圭宣言．レま⊥轟 。 冒剖 しい １ 標準 と

理懇を教えｇ 遮 す が，多 煙 雌 整 一 ま の結 果

胆 を正⊥雌 ら姫 で越 すゴ 正 しい原 則を教 えるとい うこ

の概念 に従 うことに関 して ，主 は主 の王 国に住 む人々に次のよ うな

．警告を与えて おられます６ ．

丁 およそ 日の栄の王 国の律法の諸原則によ らずんば， シオ ンを建

つる こと能わず。 これによ り．て建てずば，．シオ ンをわれに受 け入 る

．るこ・とかなわ．ざるな り６」 （教義 と聖約１０５．：５）１

兄 レーマ ンとレ ミュエルのかた くなな心 に嘆き悲 し．んでいた モル
．
モン経あ予言者，ニーフ ァイは，兄達 に向 つて こう言 いま し．た。

⊃ 「あなたたちは私 の兄 さんで はないか 。それなのに弟 の私が あなた

光 ちをい さあて模 範を示す必要が あるほ ど，性質 がかた くなで智恵

が 暗いめ は どうしだわけ か。ど うしで主の言葉 に聞き従 わないのカ㌔

１…私た ちは主に忠誠を尽 そ，うで｛まないか 。」（１ニー フデイ７二８～９，１２）
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私 たちは， 三一 フ ナイあ言葉か ら次の’ことがわか ります６す なわ

ち， キ リス トは， 「天の御父の前 にへ りくだ ることと，・天 の御父 に

従 って その命令を守 ると証明す る「ごとを世の人 に示 しためで あ．る．。

また……人 めふむべ き道が真直．ぐであ るごとと，人 の くぐ．るべ き門

が狭 いこと．とを世の人 に教 えた もうのであらて，子羊 は自分 か ら世

の人 の前 に模範を示 した もうた。子羊は；われに従 え と世 め人 に仰

せ にな．った。 それであ るか ら私の愛す る兄弟 たちよ，も しも喜ん で

天 の御父の命令 に従わないな らば，私 たちはイ土スに従 う ごとがで

：きるか 。」 また，「．キリズ．トは全人類 にヂ 壷レンジを与 えたもうて い

ます。すなわ ち， 「…∴故 にわれにな らいで∴汝 らめ見た るわれめ

行 いを汝 らもせ よｂ」 （１ニー フナイ３１．．１．７；’９タ１０；ｉ乞）．．＝．： ・．

この訓戒 は，神め声によ りご』 フナィに証 しきれ ま した１「『わが

愛子 の言う．ことは真実に して確な．り。『終 りまで忍ぶ者 は救 われん 。』

さて私 め愛す る兄弟た ちよ；私 は これによ らて ；’人 がも しも生 ける

神 め御子が示 した もうた模範に従 らそ終 りまで忍ばないなちば，：決

．して救 われ ないことを知 らている」 （皿三」 フ：アイ３１ご１らん１６） 、

これ らの教 えは，すべてめ人は義によ らて生 きるよ うに乏，人 々

の注意 を促 しています。 とれが神 のみ前 に帰 る ことので きる唯一の

方法 です。 ［’．． ．，．」

ニー ファイ人 の予言者の息子であ った コリア ン トンは，伝道中，

愚かにも浮 れ女 イサベルを した って行 きま した。父 め悲 しみは大 き

な もので した。息子の行ないに落胆 したアルマは，叱責 し，次の よ

うに言いま した。

「∴…かれ らはお前の悪い行 いを見て私の言 うことを信 じなか っ

た」 （アルマ３９：１１）

確 かに，模範 には教訓以上の価 値があり・ます。 ． ．．．

野球 チーム， ミネソタ ・ツィンズの新 しいマネー ジャー，ビ リー

マーチ シの言葉を引用．してみま しょう。 「私達 は ミネ ソタ州 を代表

して いる。私 は人 々が私達を紳士と して見て くれる よ う望んでい る

………アメ．リ
．カの若者が見ている，そ して私 はそれ を無視す るわ け

にはいかない。選手諸君，良い模範 を示 して も らいた い。」 私 は こ

の意見 に非常 な興味をおぼえま した。

著述 家ソローは次のよ うに理論づ けています。． 「も し， あなたが

ある人 にその人が悪事を行 な っている と悟 らせ たいな らば， 自分で

良い ことを しなさい。人は見て信 ずるか らで ある。す なわ ち，．他人

に自分 を見て もらいな さい」』

アルベル ト・シュバ イッァー博士 は， このような考 え方を述べて

います。 「模範は他人に影響を与 えるすべてで はない。それは」事

．実に過 ぎないのであ る。」

「模範 にはす ぐれた力 がある。我 々が正 しく歩めば，意識せず と

も他人 の行ないを改 めさせる ことがで きるので あるｂ」（ス ウェッチ

．ン夫人）・

ニー フ．アイの弟ヤ コブは両親 を．さと．して次の よう．に言いました。．

「…１き・あなたた ちはよろ しく自分 の子供 たちめ ことを考えて， 自分

が子供 たちに悪い手本をの こしたか ら， どれ ほど子供たちの心を苦

しめたかを老えよ。，また 自身が汚 いか らして子供た ちも亡ぼ したな

らば；終の 日に子供 らの罪 が自分 たちにふ りかか るか も知れない こ

とをおぼえておけ 。」．（ヤ．コブ ３．：ｉｏ） ．

． この聖句 を読みます と， この末 日に主が両親 に与えた もうた教 え

を思 い起 こす ことができます。す なわ ち，１私達は子供１と福音の原則

を教 え，子供がバプテスマを受 け，祈 り，主の前に正 しく歩み；、安

息 日を守 りそれを聖 くす るよう見守る責任があ ります西 ．（教義 と聖

約６８‘：勿ん２ｇ参照）．．．

々 シケイ犬管長は こ．めよ うに述べてお られます。 ．「正 直を教 えて

子供め前で不主直な行ないをす るととは；『ふるい に水 を入 れて湯 を

沸かす ごとと同 じ ぐらい無駄な ことであるる」１ ゼ．．：・１ 一．：

両親 にとらて，．自分達が清い生 活を し，’神 め律法 と戒 め迄従 うこ

とは どれほ ど大切な ことで しょうか。’そ うす る ことにようで，’．両親

は生活 の模範 を示 し，子供達に教える ことがで きるめです。：そ うし

なけれ ば，‘子供達 は大切な，’生活上め個人的 で複雑な蘭題 や疑 問を

話 し合えな くな って しまし、ます６ 、．

子供は両綿の模範を基に して心の安定 を得，・判断 しジ知恵 を得 ま

す６．一‘．．

．．予言者ヤ ヌブは，三一 ファイ人を戒めて述べ ています。＼ 「・…・・あ

なたた ち．は，優 し．くて感 情め傷うき易い 自分 め妻 の胸 を張 り．裂 けさ

せ，子供た ちには悪い手本 を見せてその信用 をな くした。かれ らの

心の 嘆 きは神 に聞 えてあなたた ちめ悪い行 いを訴 えて いる。」．（ヤゴ

ブ ２．：３５） ．．、

けさ，デ ビ ド ．０．ヤ ッケイ大 管長は メッセー ジの 中で子供 に関

．して両親に時宜を得 た忠告を与え られま した
。

ここで皆 さん と共に，ブ リガ ム ・ヤ ング大管長 が両親 に対 して，

模範 に串り子供達を教えよ との勧告を与 え られたその話 を読んでみ

たい と思います。ヤ ング大管長は このよ うに言 いま．した。 「……も

し，両親が子供が真似．るにふ さわ しく，天 父の認 めた もう．ような模

範を絶 えず示すな．らば，．子 供はそれに順応 し，、．考 えもそめ模範 に従
Ｐ

い，．ういには，恵よ りも善を望むよ うになるで あろう６

我々は子供に見せた くないようなことをすべ きではない。．・子供に

真似 して欲 しい と願 うような模範 を示すべ きで ある５両親が子供に

従順，良い行ない，良い言葉，に こやかな顔．や さ しい声，輝 きに

満 ちた 目を期待 しな渉 ら∴苦々．しく．しか りつ けることはないであろ

うか』、これは何という矛盾であ り，木合理 であろうδ．．．．

……両親はむちではなく信仰 によつて子供を おさあヂ良き模範に

より子供をあ らゆ る真理 と聖き ものへ と隠やかに導か ね ば ．な らな

いｄ ． ．． ．．ゴ『． ’ －．．，∴ ．

我々が我 々め宗教 に従 って生活 すれば，．子供達は真理を愛す るよ

うになろ う。 両親は子 供達 に．『僕 はお父 さんが他 め人を欺 した り，

他の人 をお とし入れた りするのを見 たことがな．い６ お父 さんが他の

人の ものを とった りするのを見 た．ことが ない６．．……お父 さんは，正

直で，．嘘 をつかず，．清 く，．親 切でヂ勤勉で ，．思慮深 く，哀 い ことを

する入 にな りなさい と言 います」．と言われ るような道を歩むべ きで

ある。 こうい った教 えは，・いつ まで も子供 め心 に残 るであろ う。」．

蝶 から模算について引胱 てみまし・う６使 徒パ加 炉 脱 、
トの聖徒達 に宛 てた書 簡の中で次 のよ うに訓戒を与えています。．．

∫ これらの出辛事 は，．わた した ちに対す ζ警告であろ．て，．披 ．らが

悪をむ さぼ ったよ うに，わた したちも悪をむ きぼ ることのないため

なのである６ また；．ある者 たちが したように１・わた した ちけ不品行

を．してはな らない。 ・りまた， ある者 たちが したよ うにゴ．．わたむたち

は主を試 みてはな らない．主 を試みた者はレへび に殺 された♂ また

ある者 たちがつ ぶやいたよ う１こ，うぶやいてはな らない６、℃ ぶやい

た者は，∴『死 の使』 に滅 ぼされる。：ζれ らめ事が彼ち１と趣 らだめは

他 に対 する警告 と してで あザ と，’それが書かれたの１ま，・Ｌ蓮 ・わた し

たちに対 する訓戒 のためで ある。．．だか ら∫・．立つていると思 う者 は，
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倒れ ないよ うに気をつ けるがよい 。」（１コ リン、Ｕ Ｏ、１．｛｝，．８ッ１２）．

神 の王 国で教え導 く者は，キ リス トが 自分達 の偉大 な模範者で あ

ることを忘れてはな りません。 ですか ら，主 のぶど う園で働 くよう

召 され たあ らゆ る役員および教 師は，他 の人 々が福音 の儀式 と祝福

に与 るための福音の原則 と標準 と理想 ｝と従 って生活 して ほ しいと思

う時，、大 きな責任を受け入れる ことにな りますδ．けれ ども，すべて

の役員教師が必ず しも自分 の生活 で，．それ らの ことを実行 してい る

わ けで はあ りません。

私た ち指導者は，人々の求めている人 ，あるいは必要 と してい る

ような人にな らなければな りませ ん。 そ うで なけれ ば， その偽善は

∴非難 とな つて私たちに返 ってきます。 ．

バプ テスマを受け る前 に，その人 はすべて の罪を悔 い改め るよ う ．

要求 されます。 この儀式 を執行 する神権者 も同様 に， 自分のすべて

の罪が無い状態にあるべ きだとす ることは矛盾 してい る で し ょ う

か。 これは福 音のすべて の儀式 を執行す る上 にあては まります。

．自己の悪 事を隠して，聖 なる召 しの精神 に従 って模範を示そ うと

しない ことは，偽 りであ り，恥ずべ きことです。私た ちの地上での

行動は天において記録 されて おり，裁 きの 日が来る ことを忘れては

な りません。 この教会 は真実の教会です。昇栄 と．永遠 の生命を求め

る人 に とって， この教会 は価値が あり，意味があ ります。 この教会

に何 かの価値 があるとすれ ば，それはあ らゆ る価値です。 この教会

な．く．して，昇栄 も永遠の栄 えもあ りません。

主 は，主 の再降臨 の前 に悪魔が 自らの領土を支配す ると啓示 され

ま した。私 たちは，今 日い ろい ろな形で起 こっているその証拠 の証

人です。人 々は変わ ることのない永遠の教え と真実の聖典 をなおざ

りに レつつ あ ります。．文明化 された この現代に住 む多 くの知識人 は

救 い車 と聖 なる予言者た ちがあ らゆる時代 を通 じて強調 して いる根

本的 な原則 を，失 って しま った と考えています。 この末 日に は 「悪

魔自 らの領土 を支配 し」ますが，主 は 「主 もまたその聖徒 らを支配

し， その真中 にあ りて これを統治せん。而 して…… この世 に下 る審

きのた めに天 より降 り来 らん」 と約束 されています。 （教義 と聖約

．１ ご３５～３６）

この聖句 は慰めを与えて くれますが，救 い主 がこの約束 を成就 さ

れるた めには，主に従 う人 々が聖徒 とな らなけれ ばな りません。聖

徒 こそ，主が支配す ると約 束された人 々なのです。

ここで， エノクとエ ノクの町の人 々の ことを思 い出 してみ ましょ

う 。人 々は，悪のはび こった状態 にあ りま した。人 々は彼 らの父 祖

の教えか らはずれていま した。．エノクは，人 々を悪の道か ら主へ立

ち帰 らせ るとい うチ ャレンジを受 け入れ，全力 を尽 して その ことを

行な ったので，神 はエノ クとその町の人 々の体 を変えた まい，神の

もとへ受け入れたまいま した。 （モー セ ７， ８章参照）

キ リス トはユダヤにおける使命 を終え，復活 された後， アメ リカ

の１地に住む人 々を訪 れま した。 キ リス トが現われた後，人々は生活

を完全に悪か ら善へ と変 えま した。

二ｒ フデイ第 四書 に ζのす ば らしい状態が記録 されています。

．．「第 三十六年 には， ニー ファイ人 と レー マン人 とを問わず，全地

の住民 がみな心 を改 めて主 を信ず るよ うにな ったので，その間に何

の不和 論争 もな く？人 のこ らずみな互い に正 し く扱 った。民 はその

心に神 の愛を保 って いたか ら，．．全 国に何 ら不和がなか つた。 また，

嫉 妬∫．争 闘，暴 動，．みだ らな行い，虚言，・．人殺 し，および何 らみだ

り．がね し噂行 いが客重》ゑたか ら，．．ま ζとに神 が造 りた もうたすべて

砦３０

の民の中で この民ほ ど幸福 な民があるはず がなか った 。」 （Ｗそ一 フ

ァイ 零，１５～１６）

今 日教会には ζの二つの模 範があ ります。私た ちの務めや 目的は

昔の時代のそれ と何 ら変る ところがあ りません。私は私た ちが その

ように生活 し， こ・の責任を果 たせ るかどうか危ぶんでい ます。 この

課題は果た．し得ないよ うに思 えます が， も し，私たちが一個の民 と

して永遠の富を熱心に求 めて義 に生 きるならば，私た ちの理想 とす

る義の状態に到 達する ことができます。

ニー ファイ人 とレーマ ン人 の この幸福 な時代の後，彼 らは再び次

第に悪の道 へ陥 って行 きま した。 そ して，．モル モンは息子のモ ロナ

イに宛てた第二の手紙 で，、人 々が悪 に陥 り原則 を見失 ってい ること

を強 く説 き，また悲 しんで このように書 きま した。

「ああ私 の民 のなんと堕落 した ことよ。かれ らには秩序 もな く慈

悲の心 もない。 ……民 はあ くまで その悪 い強情を張 ってみな同 じよ

うに残 忍であるか ら，老人 も若 い者 も区別をせず に誰 の命 も助 けず

善い事 は しないでそのほか のあ らゆ ることを喜ぶ。それであるか ら

全国の女子供 の顛難 は何 よ りも惨酷で筆 にも言葉 にも表 しに くい。

・…・・お前 は この国民 の罪悪 を知 り， またかれ らが道を守 らず慈 悲の

心 のない者で ある ことを知 る。」 （モロナ イ９ ：１８～２０）

歴史 が始 ま って現在 に至る まで， この ことは繰返 されているので

はないで しょうか。私 は確か にその通 りで あると信．じています。

私 たちの立場 は，次 にのべ るように何世紀 も前 ，モルモ ンが息子 モ

ロナイに述べ たと全 く同 じです。

「しか し私 の愛す る子よ
，民が強情であ るに もかかわ らず私た ち

は熱心 に努 めようで はないか。私た ちは一切の義 しい ことに敵す る

者 に勝 って神 の王 国で私た ちが安息 につ くために， この肉体が待 っ

て いる．問 にな さねば なら．ぬ努力があ るか ら， もしその務 めを怠 るな

らば，罪 のある者 とされな くてはな らない 。」（モ ロナイ ９ ：６）

福音の原則 に従 って生活 し，正 しい標準 を維持 し，義 しい理想を

固 く持つ ことにより，良い模範の力を発揮 させ るよう努力す ること

により，私た ちはこの世において も永遠 の来世 に毒いて もよき報い

を与 えられ るのです。

「原則 を高 く保つ ことは策略ではない。．しか し，そこにとどまる

ことは時 にむずか しい ことがある 。」とい う言葉 があります。

「キ リス トにより善 と悪 の律法 が与え られたので， もはや，我々

に標準がない とい うことはない』 ……」 （レオ ・トル ス トイ 「戦争

と平和」） 、

．私た ち．は，生活の中で正 直，高潔，潔 白，道徳，知恵の言葉 を守

ること， そして理想的な行 ないに関するすべて の啓示を実践 し，模

範 とな らな ければな りません。 そ うして こそ，他人が従 うべ き正 し

い模範者 とな ることがで きるのです。

私た ちの生活は これ らの基本的な資質 と一体 となっていて，私 た

ちの愛す る人．友だち，会社 の人 々に確信 をもって， 「私にな らっ

て あなたがたの見た私 の行な いをあなたがた もしな さい」 と言 えま

すか。

これが私た ちの責任であ り，義務 であり， チャ レンジです。

神が私たち兄弟姉妹を祝福 したも うて，私た ちがいついかなる時

にも力 と勇気を持ち，手本 となるよ うな生活を し，主の前 に真直 ぐ

に歩み，あ らゆ る人々，特 に私 たちの子供や家族が見習 うよ うな模

範 を示す ことができますよ うに。謙遜 にな り， イエス ・キ リス トの

御名 にょり祈 り奉 ります。．アーメ ン ． ．こ、
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一 クは は じめ ， そ れ を太 陽 で 七色 に か がや く虹 （に じ）
マ だと思いました

。大きな波が行。たり来たりして も，

そ の色 は そ の ま ま 動 きま せ ん で した。 マ ー ク は持 って い た貝

が らを お い て ，波 う ち ぎわ ま で近 づ い て み ま した。 次 に来 た

波 の しぶ ぎが 砂 を ぬ らす と， 美 しい色 が か が や き， マ ー クは

そ こに 背 の 高 い海 竜 が頭 を もち上 げ て， 岸 べ へ 歩 い て くるの

を み ま した。 「こん に ち わ ．／きみ は だれ なの ？」 と マ ー クは

き きま した。 「こん に ち わ ／ ぼ くは マグ レガ ノニ 世 （せ い）

マグ レ ガ ノー 世 の む す こ さ」 「な に一 世 だ って ？」 マ ー クは

き きか え しま した。

「み な み の うみ の さ い し ょの海 竜 マ グ レガ ノー 世 さ
， ぼ くた

ちは この さん ご し ょ うの下 に ス コ ッ トラン ドの お 城 （しろ ）

を持 って い るん だ。 北 の海 岸 か ら寒 さや み ぞ れ を 逃 れ て な が

れ つ い て か ら， こ こに も うなが い あ いだ ， ず っ とす ん で い る．

ん だ よ」 「そ うな の， と ころ で きみ の な まえ は ？」 マ ー クは

た ず ね ま した。 「あ あ マ ック と よん で い い よ。 そ れ で きみ の
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な ま え は ？な に を して い るの 」海 竜 もた ず ね ま した 。「ぼ くは

マ ー ク， ブ ラウ ン先 生 の ク ラスの 二 年 生 な ん だ。 字 （じ）は少

し しか よ め な い けれ ど， じ ょ うず にか ける よひ 両 親 （り ょう．

しん） は ぼ くをか わ い が って くれ る け ど， お城 に は す ん で い

な い ん だ」 「そ う， と こ ろで い ま なに を して るの。 」 海 竜 は

き き ま した６ 「あ あ， 貝 を あ つ め て るん だ， も もい ろ の貝 が

ら もみ つ け た よ， あ れ， ど こ にお い た か な ？．１ 「さが す の を ．

て つ だ って あ げ る よ」海 竜 は い い ま した。 そ こで， マ ー クと

マ ック と よば れ る海 竜 は ，太 陽 が西 に ひ く くしず む まで ， 貝

牟 らを さが しま した 。 す ると海 竜 が， 「ぼ くは も う家 へ か え

ら な くて は」 とい い ま した。 マ ー ク もか え らな けれ ば な らな

い とい って ， 二人 は ま た い つ か あ って話 す こと を約 束 （や く

そ く） して わ か れ ま した。 そ の ば ん， マ ー クは ゆ うご は んを

食 べ なが ら， 家族 （か ぞ く） に こ うい い ま した。 「き ょ う、

ぼ くは 海 辺 で海 竜 にあ って， い っ し ょに話 を した り．， 貝 をひ

ろ っ た り した よ。 海 竜 の 名 は マ ッ ク とい うん だ」 お父 さ ん は

び っ く り して ， マ ー クを み つ め ま した。 お母 さ ん は お ど ろい

て マ ー クの ひた い に手 を あ て て， ね つ が あ るか ど うか し らべ

ま した。 そ れ か ら， 二人 は 口 を そ ろ え て い い ま した。 「海 竜

な んて い るは ず が な い よ。 マ ー ク， き ょ う， 学 校 で お昼 に な

に を食 べ た の ？」 お母 さん は， へ ん な もの で も食 べ たの で は

な いか と心 配 （しん ぱ い） して， ね る とき に マ ー ク に， シ ョ

ウ ガ湯 をの ませ ま した。 で も， マ ー クは ほ ん と うに海 竜 にあ

っ たの で した。 す くな くと もマ ー クは そ う思 っ て い ま した。

そ の晩 ， マ ックは さん ご し ょうの下 に あ る ス コ ッ トラン ドの

お 城 に も ど った と き， お母 さん と お父 さん に こ う い い ま し

た。 「き ょう， ぼ く海 岸 で マ ー ク とい う小 さ な男 の 子 に あ．っ

た よ。 マ ー クは 二年 生 さ， ぼ くた ちは い っ し ょに話 した り，

貝 を あつ め た り した の さ。 」 マ ー クの お父 さん とお な じよ う

に， マ ックの お 父 さん もび っ く り して なが い こ と マ ックを み

つ め， あ わ て た お母 さん は， 「さ ん ご し ょうの近 くに あ る海

草 （か い そ う） を食 べ す ぎ な い よ うにい っ たで し ょ。 」 とい

い ま．した。 お母 さん とお父 さ ん は， も う一 度 マ ジクに 「男 の

子 なん て， そ ん な もの い る はず が ない じゃ ない の 。 」 とね ん

を お しま した。 で もマ ッ クは た しか に， 二 年 生 の 男 の 子 に あ

った し， い っ し ょに話 も した ので した。 い い え す く な く と

も， ∀ ックは そ う思 った ので す 。 その の ち ま も な く，．マ ーク

ー 家 （か） は， 海 と さん ご し ょう と美 しい 貝 が らの あ った と

こ ろか ら，．とお くは なれ た町 へ ひ っ こ しま した 。 マ ー クは マ

ック に， さ よな らを い うきか い が あ りませ ん で した。 マ ック
な セ

は と き ど き， 海 べ に来 て は マ ー クを さが し ま．Ｕ施 。・で もマ 「

クは とお くは な れ た 町へ ひ っ こ して しま った の で す 。海 は静

か で， 大 きな波 が よ せ て はか えす だ けで ， マ ー クの すが た は

見 え ま せ ん で した。 マ ー ク も， と きど きマ ッ クの こ とを思 い

な が ら， ひ と りご と を言 い ま した 。 「い つ か ， あ そ こへ もど

っ てみ よ う。 そ した ら海 竜 が ぼ くを ま って い るだ ろ うな」 た

ぶ ん マ ック もまっ て い るで し ょうね。

９０
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口

ビデ王 が死 ぬ少 し前 に， 息 子 ソ ロモ ンは祭．司

ダ ．
ザ ドクと予言 者 ナ タ ンに よ って，王 様 にな る

儀式 を受 け ま した。 ソ ロモ ンは主 を愛 し，’父 であ る

ダ ビデ王 の いいつ けに よ く従 い ま した。 ソロモ ンが ’”

王椥 ・な って初 めて した ・ とは ・咄 ・え、 を ささ 、 藤

げ るため にギ ベオ ンへ行 くこ とで した。 主 の導 きな

しには， 自分 の偉大 な王 国を治 めて い けな い ことを

彼 は よ く知 って い ま した。 そ こで ソ ロモ ンは一千 も

の烙 祭 （はん さい） を祭 だ んに ささげ ま した。 そ の

晩， 「い けに え」 を ささげた後， ソ ロモ ンの夢 の中

で主 が彼 の前 に現 れ て言 い ま した。 「あ なた に何 を

与 えよ うか，求 め な さい」 と。 「わが神，主 よあな

た は この し もべ を わた しの父 ダ ビデに代 って王 とな

らせ られ ま した。 しか し， わ た しは小 さい子 供 であ

って，・… …お びた だ しい民 の 中に お ります。 それ ゆ

え， 聞 きわけ る心 を しもべ に与 えて， あな た の民 を

さばかせ， わ た しに善 悪 を わ きまえ るこ とを得 させ

麟 ・．

蕪
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・て くだ さい」 ソ ロモ ンは こ う答 えま した。 こ・の答 え

は， 主 のみ こころにか な った こ とで した。 ソロモ ン

は， 主 が次 の よ うにお答 え にな るのを 聞 きま した。

「見 よ， わ た しはあな たの言 葉 に した が っ て， 賢

い，英 明 （え いめい） な心 を与 え る。 あ なたの先 に

はあ なた に並 ぶ者 が な く， …… わた しは またあ なた

の求 めな い もの， すな わ ち富 と誉 （ほまれ） を もあ

なた に与 え る。

もしあ なたが， あ なた の父 ダ ビデ王 の歩 んだ よ う

に， わた しの道 に歩 んでわ た しの定 め と命 令 とを守

るな らば， わ た しは， あな たの 日を長 くす るで あろ

う。」 ソロモ ンは夢か らさめて， エ ルサ レムへ もど

りま レた。 そ こで は， すべ ての 国民 が 若 き王 の知恵

とさば きにお どろ きの 目をみ は りま した。 ツ ロの王

ヒラム は， ソロモ ンが主 の御 名 で宮 を建 て ると聞い

て， た くさん のい と杉 や香柏 （こうは く） を送 り，

さ らに建築 を手伝 わせ るた め，腕 の よい職 人の提供

ド ロ シ ー ０ ． パ ー カ ー
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を 申 し出 ま した。 ソロモ ン．は管理 す る役 人 を任命 し

いよい よ大 きな仕事 が始 ま りま した。 その土 地 で は

以前 に この よ うな ことがお こな われ た ことはあ りま

せ んで した。石 を打 ち， 木 を切 り， 金属 を打 ちな が

ら， 腕 の よい職 人 はい っ しょうけんめ い に働 き．ま し

た。 あ ま り仕事 に なれ てい ない労働 者 た ち も， 職 人

た ちに従 って 忙 し く働 きま した。 しか しエルサ レム

は とて も静 か で した。 こ こで はハ ンマー の音 も， の

セ ぎ りの音 も聞 こえ ませ んで した。．そ して，主 の宮

がす べて で きあが ると町 に運 び こまれ， 静か に置 か

れ ま した。 七 年 もの きび しい労 働 の結果， その建物

はつ い に完 成 しま した。宮 は石 で で きて お り， う ら

は木 で， そ こに は，花 の絵 が彫 ってあ りま した。 天

使 とシュ ロの木 が ドア とい う ドアに彫 られて い ま し

た。 内部 の木 の細工 はす べて純 金 でお おわれて い ま

した。 宮 に は， 他 の場所 か ら さえ ぎ られ た神聖 な場

所が あ りま した。 入 口 の柱 は， ざ くろ と百 合 の模様

の 明 るい真 ち ゅうでで きてい ま した。 さ らに金 の祭

だ ん， 彫 刻を ほ ど こ した固い金 の ランプや， ろ うそ

く立 て．もあ りま した。 ソ ロモ ン王 は， 主 の契約 （け

いや く） の箱 をダ ビデ の町 よ り主 の宮 へ， そ して 最

も神 聖な場 所へ と運 ぶ行列 に参加 させ るため イス ラ

エル のすべ て の長老や ，族長 を集 め ま した。 祭 司 と

イス ラエル の長老 た ち は， ドアを次 々と通 って神 聖

な場所 へ お さめま し’た。 ソロモ ン王 は国民 の前 に立

ち， イ ス ラエル の民 を祝福 しま した。天 に向 って手

を さ レのべ，、六 き参 声 で祈 ？、ま レ＃ 。「イ３ ラ「ニルの ．
．神批 主ま

，上め 天 に・・転 、下あ 地 に も， あな たの よ う．

蒙黎 欝繊 ㌍笑難 淫砦農
とはで きませ ん。 ま して わ た しの建 て た との割 まな

お．さらです。慨 か しわが 神，主 よ， しもべの祈 りと

騒瓢 論ζ譲譜 鋼ｌｌご
・この宮 に 向か って 夜昼 あな た の 目を 蓄開 ぎ・ぐだ さ

い。 Ｌ もべ と，「あなた の民 イス ラエルが この所 に 向

施 噺 る時に・その願いをお購 くだ さい・あな

た のずみか で あ る天 で 聞 き， 聞 いで お ゆ鶉 し くだ さ

い 。」 ・一噛 、∫ 製

そ こで す暴塗が 終 って， 主 は再 び ゾロ毛 ンの餉 に

９２

現 れ， 父 ダ ビデ王が したよ うに私 に旋 うな ら， イス

ラエルに おけ るソロモ ン王 の座 は，永 久 にた もたれ

るで あろ う と言 われ ま した。

あ る 日，荷 物 を積 んだ ラクダ と共 に，見 知 らぬ人

．た ちが エル サ レムの門 に近 づいて くるのが みえ ま し

た。 彼 らは， シバ か らソロモ ン王 を訪 れた女 王 につ

い てや って来 た ので した。 女王 は， ソロモ ン王 の富

と知 恵 につ いて聞 いて いた ので， それが すべ て本 当

か どうか確 か めに や って きたので す。 ソロモ ン王 は

て い ち ょうにタ 王 をむか え入 れ，『エル サ レムのす べ

’ て の栄 華 （え いが） をみせ た
ので した。 晩 さん会で

はす べて の食器 が純 金で で きてい るテー ブル に招 き

もて な しま した。 また，外 国へ行 った 自分 の大 きな

船 につい て話 して 聞かせ ま した。 女 王 のす べて の質

問 に答 え， いろい ろな香 料 ，金， 宝石 とい った女 王

か らのお く りもの も， 喜 んで受 け ま した。 最 後 に，

シバ の女王 は言 い ま した。 「わた しが国で あな たの

事 と， あ なた の知 恵 につ いて聞 いた ことは真 実で あ

りま した。今 見 るとその半 分 もわ た しは知 らされ て

い なか ったので す。 あなた の知恵 と繁栄 （はんえ い）

はわた しが 聞 いた うわ さに ま さ って います。 常に あ

なた の前 に立 って， あなた の知恵 を聞 く家 来 た ちは

さいわ いです。 あ なた の神，主 はほむ べ きか な 。」女

王 は，・．自分 のみたす べて の ものに お どろきなが らイ

ス ラエルを去 りま した。 何年 か経 って， ソロモ ン王

は多 くの知恵 や名誉 を与 えて下 さ った主た そむ きま

した６ 彼 が エルサ レムに連 れて きた外 国 のお姫 様た

ち艦 織轄 めに微 ら磯 あ力轍 のです・

欝 野膿 鳶禰 望１農１灘 壕
．． は

，彼 が ギベ オ ンでず．っ と以前 に 聞い た声 で した。

主 は ソロモ．ンに 「わた しが命 じた契約 を守．らず， 他

１驚欝野欝 冷二淫蹴 驚 重欝
に，一 づ の部族 を あなた の子 に与 え るで あ ろ う」 ソ

ロモ ンは心 をいれか えず， 国 と国民 に もた ら してい

る多 くの 問題 に も関心 を払 わず に， 邪悪 な道 へ進 ん

で行 きま した。 あ のよ うに はなやか だ った統 治 に比

べ何 とい う悲 しい結末 で し ょう。

τ 気

董

陶

劇
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誓約を守るときに人 と神は

互 い に よ き

パ ー ト ナ ・一

とな る

ロ ウ エ ル 】ン． ベ ニ オ ン

る日曜学校 の クラスで，ハ プテスマ，聖餐，結 婚，その他 の誓あ

約の性質 について活発 な討論が進め られてい る時，一人 の会

員 が言 いました。 「私には， これ らの誓約 を守 るの に，人間の方が

主 よ りも大 きな ものを課 せ られているよ うに思 えます。ですか ら，

私達 は二番 目とはな らないのではないです か」。 い うまで もな く，

彼 の質 問は関心を呼び，す ぐに反応 が返つて きま した。

どんな誓約を守 るにも，人は本当に自分 の感情，思 い，行動を集

中する必要が あ ります。た とえば，バプテスマを受 ける準備をす る

ために，人 はけんそん に悔改めた心 と，主 イエス ・キ リス トを信 じ

る信仰 を持 ち，自分の罪を悔改め，終 りまで仕 えることを決心 し。

いつで も，どんなことで も， どんな場所で も喜んで神 の証人 とな ら

なければな りません。 これは大 きな一つの きま りです。 そのかわ り

主 は私達 に罪 の許 しと，聖霊の賜 と神の王 国に入 る許 しを約束 して

くだ さいます。 ‘

以上 の条件 を守 らな ければな らない とはいえ，私達 は神 と誓約 を

結ぶ上 で依然 として第二の位置に留つているのです。 まず第一 に，

あ る意味で父 であ り，愛 と恵み と英知に満 ちてお られる神 は，私達

が神に捧げねばな らないものよりもは るかに多 くの ものを与えて下

さつています。私達 に神 ほどの寛大な心 と知恵があるで しよ うか。

第二に，福 音の申に与え られてい る誓約 は，当事者が 自分 の利益

を守 る義務を負 う取引上の契約のよ うな ものではあ りませ ん。平和

会議で長期交渉の末生 まれ る国家間の条約 とは， さらに違います 。

宗教的な誓約 とは，自 ら進 んで，当事者が相手の利益を計つて結 ば

れ るものです 。

ベンヅヤ ミン王はニー ファイ人へ の別れ の言葉の申で， どんなに

努力 しようが，人は主の寛大な心 にかな うことは姪 きず，いつ も主

にとつて 「ふつつがな僕」である， とはつ きり述べてい ます。彼の

言彙は論 理的で興瞭深い ものです。は じめに，神は私達 に生命 を与

えて下 さいま した。 それ か ら，私達 は神の誓約を守 る時に，神が人

に与え られた最大 の賜で ある永遠の生命を約束 されています。 しか

しそれがすべてで はあ りません。私達が守 るようにいわれている戒

めは私達 のためになるもので あ り，戒 めに附随す る当然の報 いを も

た らします。 この最後 の点 は，説 明す る価値があ ります。

私 達が従 うべ き福音 の律法 の うち，現在 と永遠 にわた る生 活の規

範でない ものは一つ と してあ りません。た とえば，けんそん とは素

直で，心 をいつ も神や 同胞 ，まわ りの世界 に開いてお くごとです。

それはそれな りの報 いを もた らします。悔改 めるとは，罪のない状

態 にな り，正 しい と思 うことと自分 の行動を一致 させ ることです。

それは勇気 と自分を尊 ぶ気持 を もた らし，恐れ と不安をな くして く

れます。真 に隣 り人を愛 する とは，完 全に喜 んで 自己を知 ることな

のです。私は，安息 日がそ うでないよ うに，人のために作 られた も

ので はない福音の原則を考え ることができません。

私達が戒あを守 る時に遭遇す る唯一の危険 は，た いてい私達が人

に戒 あを守 るようにと勧め る時に起 こります。 その証拠 に多 くの事

言者 は迫害 にあい ました。バプ テスマの ヨハネは首 を切 られ， イエ

スは十字架 にか けられ ました。 しか し予言者 とい うもの に少 しも関

心 を持た ない現代で は，私達普通の会員がキ リス ト教の原則を実践

しようとす る時，危険 に遭遇す るよ うな ことはあ りませ ん。その原

則 は平安へ の道な のです。

繰 り返 して言 いますが，私達 は二番 目以上になる ことはで きな い

のです。主 は御 自身 の生命 を与 え，栄光あ る未来を約束 され ま した 。

私達 は，私達 が守 るすべて の戒 めと，果たすすべての誓約 に対 して

直 ちに，祝福 と充分 な報 いを受 けるのです。

４３１
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教 え る こ と は

思 い と 人 を

結 ぶ か け 橋

ジ ー ン Ｔ． ク ン ツ

有聾報墜鴛 霜 旛 難 悪ζ易
できる人です’。教えることはかけ橋となります。それは個人

とその思いを結ぶかけ橋です。 この橋がはっきりと示 されれ

ば，教師と生徒の間のやりとりはうまくいきます。教師と生

徒は同時に学び，双方の行動はそこで行われることから影響

、を受けます。

レ ッ界ンの準備

６歳の子供はあま り静かにじっとしているものではな くむ

しろ絶えず動き回り，お しゃべ りをし，何かに熱中 した りグ

ループ意識を持ちいろいろなことを知 りたがるものです。い

ろいろな経験をした子供 もいれば，限られた場や考える機会

しか持たなかった子供 もいます。イスラエルに旅行 したこと

のある子供は，教師がイエスの話をす る時に，イエスが教え

たその場を思い浮かべることができます。自分の家か ら離れ

たところにあまり行ったことのない子供は，・ｆエスとその教

えについて違った想像を します。比ゆ的な言葉をあまりよく

理解 しない家庭に育った子供 にとっては，イエスの足跡をた

どるということは，文字通り 「人の足跡をたどる、ゲーム」を

意味するのです。

．４３２



教師として何をするか

クラスで教える子供たちをよく理解 してください。子供の

背景と，彼 らの得た経験を知って下さい。互いに心を通わせ

あう友達のようなつながりをもって下 さい。あなたのまわり

やワー ド部，家庭の ６歳の子供のあるがままを認めてあげて

下さい。こういうことを知ってこそ，心のかけ橋は生まれる

のです。

おそ らく良い教え方の最 も重要なことは，教えている時に

子供 たちをよ く見 ることができるような余裕ある準備だと思

います。声や言葉同様に，子供の目をよく見ることが大切で

す。生徒をよく見ていれば，教える時のキッカケがつかめま

す し，進度を変えたり，繰 り返す必要のある時はそれがわか
ノ

ります。 子 供 の落 着 きが な くな った ら， 歌 を歌 って ペ ース を １

変えたり，聖句を皆で読んだ り，ちょっとした活動をすると

小さな子供のグループだけにうまれるクラスの混乱を鎮める

のに役立ちます。

難 一一
藁 囎 塾堪

例をあげること

レッスンの目的は， アメリカに住 もうがヨーロッパに住 も

うが，福音の原則はいつもかわらないことを子供 に認識させ

ることです。福音の原則は，私達がポリネシア人であろうと

スカンジナビア人であろうと，たとえどこにいて も私達の生

にあてはまるものです。 ．

， ツスンの目的を

らかにするためにどんな質問をしたらよいか予想できる人

す。舗 痛醜 にその考えの確かなことを理解さ

Ｌノ 福音の原則の一つは
，家庭，隣人，友人 に親切にするこ

とです。他の誰かにいつこれを してあげたらよいかわかる人

はいますか」

はずかしがって答えない子供がいたら，教師は子供たちが

すでにやったことについて言ってみて下 さい。
「とおる君，あなたは，福音の原則を実際に行ないました：一

ね。 けさ先生のために，フランネルボードを教室に運んでく

れたでしょ。他の人に親切にしてあげたり，お手伝いをする

ことは，イエスさまの教えに従 うことになりますね。」 そ の

うちに，はずか しが りやの子 も， 自由に自分の経験を発表す

るようになるでしょう。
リ

グループの中で落着かない ６歳の子 も， レッスンの中で，

すばらしいけれ２も少 し見当違いと思われる意見を発表する３

時があります。 自分の意見が受け入れ られたり，レッスンの

題材にとりあげられたりすると，子供は消極的な行動をやめ

て積極的な反応を示すようになります。そうして，話す前に

よ く老えるようになり１グル團プの中にあっても落着いた子

にならてゆきます。すべての子供が，いつも自分 とクラス序

』 トの学習に対 して責任を持つようになることを目的としな

ければなりません。 ・

／日曜学校教師が，イエス ・キ リス トの足跡をたどることに

！ついて話 していると，だ しぬけに一人の生徒がこんなことを

／言論 畿 鵜 翫
Ｌ

らｆエズさまの足跡をたどるということは，イエスさまのよ

うに生活することなのです。イエスさまは完全な御方で した

か ら，イエスさまの足跡つまりイエスさまのなされたことは

私達にとって大きな目標 となりますね。皆さんには，イエス

さまの生涯 というよいお手本がありますか ら，先生は皆 さん

が立派な人になると思います。」教師がその子供の質問をと

りあげたので，他の子供 たちはみんな静かに聞いていました。

の教師は，ばかげていると思われる質問も，レ・スン

趣

日曜から次の日曜までは，かな り長いものです。子供が何

か家に持ち帰れる物があると，その一週間に思いがけない勉

強ができることがあります。 レッスンに関連ある短い詩を渡

して，髪の毛をとかす時に使 う鏡にはってお’くように言 うと

よいで しょう。たとえ読めな くても，そのちょっとした時が

日曜日に習ったレッスンを毎日思い起 こさせて くれるでしょ

う。

要約 ＝，どのように教えるか

や

１，．テキス トを見塗 くても，自信を持ってレッスンができ

るように，充分な準備をすること。子供から目を離 さ

ずに，教えるキッカケをよく注意 して見ていること。

２，子供の関心が深まったら，少 しの間，レッスンの題材

か話について時間をとること。落着きがな くなってき

たら，話を変えて，新 しいことを紹介するか短かい活

動を計画すること。

．称 はずか しがり勺で静かな子供に，教師にとって，また
レッスンを成功 させるためにその子が大切な人である

ことを知 らせること。その子供の名前を使うこと。そ

４３３



の子供が必ず立派にやれそうな責任を与えること。

４，生徒を ６歳の子供 として認めること。そうすれ鵬 あ

なたとクラスの生徒は自由に気持が通 じあい噛す。教

師 も生徒 も，福音について学んでいることを忘れない

こと。

５，子供が家に持って帰 る物を与えること。日曜日だけで

な く，一週間全部がレッスンを教える場となります。

自分の教え方を評価する

ヘ ヒ コ
　 ロ

日曜学校の終りにはいつも，教師は目的を果たしたかどう

かを評価する必要があります。子供は福音の原則を学んだで

しょうか。ン ッスンの成功は何を基準にしたらよいので レよ

うか。

今 月

１．

授業時間に子供の関心を呼んだ点が何か巻チェックするこ

とは，参考になります。

子供が喜んで復習の話 し合いに参加すれば，子供がレッス

ンの概念をよく理解 したことがわか ります。

レッスンの内容を絵に表現させると，子供が何を学んだか

がわかります。

これからの日曜学校では，何を教えたかをチェックするだ

けでな く，知識をさらに豊かにするということも考えて下さ

いｏ

日曜学校が成功 したかどうかをチェックする一番よい方法

は，教師がこう自分に尋ねてみることです。

「けさ， この子供のグループを教えたことから，私は何を

学んだのだろうか」

め 前 「奏 曲

４ １ ！ １’

Ｍ ｅｌｖｉｎ Ｗ ．Ｄ ｕｎｎ

》 」 １
ｆ ｒ’

■

１０月 の サ ク ラメ ン ト ・ジ ェム

大 人 日 曜 学 校

「だ れ で も
，「．水 と霊 とか ら生 れ な けれ ば， 神 の 国

に は い る こ と はで き ない 。」

（ヨハ ネ ３ ：５）

子 供 日 曜 学 ．校

「私 １ま主 が 命 じた も う こ とを行 って行 う
。」

（１ニ ー フ ァイ ３ ：７）
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扶 助 協 会

女性 ら しさを

教 え るに は

ア ル バー ト Ｌ ペ イ ン

ア ルバ ー ト Ｌ． ペ イ ン氏 は教 会 学 校 制 度 の セ ミナ リー， イ

ンス テ ィチユ ー ト部 門 の 担 当 記者 で あ り， 青 少 年 コ リ レー シ

ョン委 員 会 の メ ンバ ー で あ る 。 ま た か つ て は， Ｙ Ｍ Ｍ ｌＡ中

央 管 理 会 会 員 で あ った 。

屋 さんにいた青年は，背が高 く，目鼻だちのすっきり
花

した真に男 らしい感 じの人で した。何かを待ちながら

彼は行ったり来たりしていました。カー ドに何 と書 こうかと

いろいろ思いめぐらしていたので，店員が花束を持 って彼の

意向を尋ねに来た時，彼は一瞬ためらいました。 じれったが

っている店員は，早 く決めてもらおうといろいろな言葉を提

案 しました。 「愛をこめて」 「親愛なる者より」 「心から愛

をこめて」と店員が次々に提案する言葉を，青年は丁寧に断

りながら，最後にこう言いま した。 「すみませんが 「ハ ッピ

ー バレンタイン」と書いて下さいませんか。」

一人の若い有能な女性秘書が，夫の牧場経営を助けるたあ

に，会社をやあたいと雇い主に申 し出ま した。彼女の夫は，

大学教授 としての教育を受けていたのですが，少年時代か ら

の夢に戻ろうと決心 したのです。このことに関して，彼女の

気持 ちはどうかと尋ね られた時，彼女は，夫 も自分も共にこ

のようなことをしばしば考え，夫を幸福にするものはたとえ

なんであっても，またそれがどこであっても，自分の幸福に

つながるものだと言いました。

ここにのべた二らの話は，若者が自分以外の人４に対して

とる態度を，非常に明 らかに示 しています。中には，そのよ

うな立派な態度がどこか らでて くるものかと，深 く考える人

もあるで しょう。いったいどのような しつけと経 験・を 通 し

て，あの青年はガールフレン ドに花束を送ろうと決心 したの

でレよ’うか。またあの若妻に，夫の幸福が自分の幸福である

と考えさせたものは何だったので しょうか。 さらに大切なこ

とは，大人はいかにしたらφ若者に影響を与えてこれらの態

度を促す ことができるので しょうか。

福音の教えは，私たちがこれまで人の永遠の性質 と価値を

理解するうえで，大きな助けとなってきま した。 しか し，私

たちは人間として，福音の知識を必ず しも意味のある態度や

．行動に現わす ことができるとは限 りません。私たちは教える

方法を種々試みてきましたが，その方法の中にはあまり効果

のないものもあることを知 りました。

たとえば，不注意な運転手は，その結果起 こる危険な状態

を映画で見たとしても，あえて慎重な安全運転を励行するよ

うになるとは思われません。医師の忠告によってうあるいは

日曜学校のレッスン，神学，Ｍ ＩＡによって，必ず しも純潔

が保たれるとは限りません。若い人々は，各々の レッスンの

中には，いかなる理想 も見ることができないのです。

人の態度というものは非常に奥の深い，いろいろなことに

関係のあるものですから，それを教えることはめんどうで，

また非常に長い時間がかかります。

ガールフレン ドに花を送 ろうと考えた青年は，他の状態に

あって も，女性に対 して思慮深 く，思いやりを持つ人であろ

うと思われます。あの青年は，女性 というものは男性とまっ

たく違った感 じ方，老え方をするものであるということを，

よく心得ているにちがいないと思う人もあるでしょう。また

ある人は，その青年を，交通規則を正 しく守 って運転する ド

ライバー，芝ふに入 らないで歩道を歩 く歩行者，あるいは人

との交際で礼儀正 しく不快な感 じを与えない友人のようであ

ると考え，それらのことは彼が一人で学び経験を通 して得た

ものではないと思 うことでしょう。

またある人は，夫の望みや感情を思いや り，自分自身の計

画を夫のために放棄するほどの勇気と愛を持った妻は，結婚

するずっと以前かち，他の人々の感情をよく理解することを㌧

学んで知っていたのだと結論することでしょう。

女性の理想像ということに関して，若い男女をより高い行

ないへ と導 く理想や態度を大人はどのようにしたら教えるこ

とができるで しようか。

第一にｒ この理想を他の多 くの事柄と関連させねばなりま

せん。そして第二に，多 くの経験を体得 させることです。

女性 らしい態度は，経験によって生まれます。少女が成長

するにつれて，女性 らしいことを多 く経験すると，自分自身

の中に真の女性 らしさのあることに容易に気づ くのです。編
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み物，縫い物，生け花，層室内装飾をする少女，「良い音楽，１文

学の与える影響を知っている少女，家庭の中で母親の手で作

られたいろいろな物に目をとめる少女，これ らの少女 のうち

十中八九までは，成長 して真の女性 らしさを心の中に感 じ，

淑女 どしてふるまい，人々にもそのように扱って欲 しいと望

むのです。

少女たちが，美，調和，礼儀正 しさを意識 し始め，その特

質を自分の生活に生かす可能性を知ると，彼女たちは美 しく

、なるように，慎ましやかに見えるようにと，ただ単に流行を
ヘ ビ

コ コ

追 うだけでなく，いろいろな点を老慮に入れて衣服を身につ

けるようになるρです。このような少女 たちは成長するにつ

れて，次第に洗練された女性としてめざめてゆ くのです６

粗野で，むこうみずで，この世に何か貸があると考えてい

るような利己的な男性をみる時，私たちは彼 らが，女性とい

うものは男性の目を楽 しませるために造 られたものだ位にし

か考えていないだろうと思 うのです。そのような態度は，女

性に関 してたとえどんな教えを受けて も，変わる．ものではあ

りません。自分が全世界の中心であって，他 のものはすべて

自分の楽 しみのために，自分に仕えるために造られたと考え

る少年は，自分を犠牲にして他の人に仕 えなければならない

と考 える時，大きな問題にぶつか ります。他の人の感情を害

し，怒 らせることを何とも思わない人は，素直に礼儀作法に

従うことが困難に思えるのです。道徳的価値に無感覚な少年

は生涯のいかなる理想も容易に理解することができないので

す。少年たちは，自分自身に，，家や庭に，衣服に，そして他

人に与える自分の印象に誇 りを持つように教えられなければ

女性に対する態度を変えることは非常に困難です。彼 らに女

性の理想像を教えようとす るな ら，私たちはまず他のことを

教えることから始めなければなりません。

その理想を教えることは，決 して容易ではありませんが，

もし男の子たちが，芝刈 り，聖餐のパス，宿題 趣味など自

分のすることに誇 りを持たなければならないことをすでに知

っていれば 非常に教えやす くなります。彼 らはまた，自分

の外見や他人に与える印象にいつも心脅とめるように教わる

べきです し，受けたものには心から感謝するように，また他

の人が必要としているものや望みに思いや りを持つように教

わるべきです。言葉を褒えて言 うならば，・弱気で利己的な男

性，あるいは標準に従順であること，他人のヒとをよく考え

ること，教養を身につけることなどを少 しでも教わっていな

いような男性に，女性の理想像を教えることはほとんど不可

能です。

若い男女は自分自身の価値，’他人の価値を認識 しなければ

なりません。そして，女性の理想像についてよく理解するた

φには・．入生の目的を価値ある高いものとしなけれげなりま
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せん。彼 らは物事を立派に為 し，またどんな試 しにも背を向

けて｝まならないと戒められることによって，自分で自分を訓

練することを学ばねばなりません。彼 らは親切な心を持って

奉仕することにより，人々の持つ価値を学ばなければな りま

せん。また自制することによって，自尊心，個人の威厳，品

位を知らな くてはなりません。 これ らのものがいっしょにな

って土台ができ，教師はその上に，若い人々にとって意味の

あ為 女性に関する概念を築きあげてい くのです。

女性の理想像は自尊心に基づいています。それはあくまで

も理想像であって，私たちの目に映るものは不完全なもので

す。 しか し男性女性どちらも共に，女性 とは，上品，優雅，

美，柔和，寛大，愛の権化であり，生活の霊的要素であって

欲 しいと思っていることぽ確かです。女性 とはそのようなも

のであると理想像をそのまま受け入れ る男性は， ドアに近づ

いて くる女性が真の価値があるのかどうかをよく考えないで

その理想像だけをみて ドアを開けて しまうのです。またこの

ような理想を受け入れ，それと調和 した生活を営 もうとする「

女性は，男性がそれに気づかないかのように，まったく同じ

よう’な態度で自分たちに接するのをみて失望するのです。

女性の理想像を教えるときのもう一つの問題は， じかに学

ぶ ことによっで経験が得 られるようにすることです。そのよ

うな経験は，観察あるいは実際の行動を通 して得 られ るかも

しれません。もしその経験が役に立つものであれば，す ぐに

生徒の年令に合わせて応用すべきです。若者は実際に目で見

耳で聞 くことのできる模範が必要です。恵まれていれば，彼 ら

はそのよ．うな模範を自分の家庭ｏ中に持つことができます。

また家庭の中で女性 とはすばちしい尊敬に価する人であると

いうことも教えられます。家庭の中に良い模範がない時，若

者はワー．ド部や支部の中にある他の良い模範を指摘 して も、ら

うべきです。．このようにどちらの場合も，模範 となる人は大

人であって，若者は見聞きした事柄を， 自分の立場にどのよ

うに応用 していくか学ぶ必要があります。また，その理想を

実現するたあの機会が与えられねばなりません。そのような

機会は，女性らしさあるいは，礼儀正 しさ，エチケ ットなど

についてのレッスンを通 して与え．られます。物事を上品に，

乖 しくな しているという感 じが得 られるように， レッスンの

「部 としてロール ・プレイングをとり入れるとよ い で し ょ

う。 ヒッスンの後で，生徒に学んだことを日．々 の生活に応用

させ るために，十分に吟味することが必要です。

結局，若者は教訓と模範 によって：女性の理想像を教えられ

るだけでなく，生活の中でそれが他の大切な価値あるものに

対 して持つ関係に気づかなければならないρです。その理想

が失われるな ら，彼 らは自分 自身不利な立場に立つことを知

るで しょう。
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私 に何 を

望 まれ ます か

扶助協会 中央管理会会員

ア フ トン Ｗ ． ハ ン ト

る人 が ， 主 イエ ス ・キ リス トに 「私 に何 を望 まれ ます

あ
か」 という質問を したと記録 されています。その時サ

ウロに与えられた答えは，複雑なものでもないし，理解に苦

しむものでもありませんでした。サウロは，ダマスコの町に

行けば，彼のなすべきことが告げられるだろうと言われまし

た。サウロが，新たな信仰のもとにこの簡単な教えに従った

ことの報いは大きく，神と人類 と彼 自身に対す る限 りない奉

仕 となって現われました。

私達は自分の人生をどうしたらよいのでしょうか。罪と正

義の争いの中で，いつ も危機と不満に直面する私達とその家

族は，予知できない未来のために力を養っておかなければな

りません。そして「私に何を望まれますか」と尋ねるのです。

これは， ノーブーの女性達が福音の成果をあげるために，

もっと奉仕をしたいと予言者ジ ョセブ ・スミスに相談 した質

問と本質的に同じではありませんか。ジョセブ ・スミスの答

えは，複雑でも理解に苦 しむようなものでもなく，それは奉

仕，進歩，御自身の娘達の目的ある人生に対する天父の計画

をあきらかにしたもので した６予言者は霊感によって，姉妹

たちの奉仕が知的，霊的成長につながり，いつの時代にも人

生のチャレンジに立ち向 う備えができるための方法として姉

妹たちを組織 しました。

この偉大な計画に従って，扶助協会は世の同様な女性の組

織の中にあって，首位を占あています。ですから，扶助協会

と活発なその会員の働 きを知 らない多くの人々は，そのこと

を知って驚いています。

身近かにあって∴天父のプ旦グラ勾こ実際にたずさわっで

いる私達は，・このプログラム牽あ りふれた機会として受け入

れたり， この祝福を天父のプログラムの霊的なよりどころと

しないでよいのでしょうか。隣 り人や友人は私達を通して，扶

助協会から与えられている機会を認識 しているで しょうか。

教会のどのステーキ部にも，末 日聖徒の女性でありなが ら

私達と同じ信仰を持たない人や，扶助協会の大きな影響力を

知 らない人がいます。私達は自分の生活で，扶助協会の建設

的な力を示すたあに，あらゆる機会を利用 しているで しょう

均㌔ 生活の模範 とすべ きものは聖書の中にしかないと言われ

てきました。‘

扶助協会の姉妹である私たちの行ないは，どんなに小さな

行ないでも，私達の生活を見ている人に大きな影響を及ぼし

ています。

私 は最近，標準を高め，模範を通 して人に影響を与える点

での扶助協会の可能性 に注 目しています。オース トラリアの

一女性が，教会の広報部を訪問して，いわゆる 「モルモン教

会」について教えてほしいと尋ねてきました。彼女の説明に

よると，自分は何も知 らないが，オース トラリアの友達が，

「モルモン教会に入って」いて， 「教会の女性の組織 に所属

している」ということでした。彼女は，ほんの短い期間で，

この組織が友達とその人生の目的を完全に変え，他の人に対

する行ないと態度が正反対になったと言いま した。彼女が最

も強 く感 じたことは，その友達が人生であったに見られない

幸福を享受しているということでした。この訪問者は，合衆国

を旅行する間，この組織について本当のことを知 るために，

特別な努力を払 ってソル ト・レーク市にやって来たと言いま

した。何年にもわたって扶助協会の姉妹に与えられている模

範 と指示は，私達が今 日の生活でのチャレンジを受ける備え１㌧

をする時にもあてはまることを知って，私達は勇気づけられ

ます。私達の歴史を通 じていつ』もそうだったからです。私達

が互いに分かち合うべきこのすばらしい祝福に対して，どの

ような感謝をしたらよいのでしょうかｂ．それは私達が毎日の

生活に霊的なあかりをともし，真理を求める人々を照 らす灯

台となるという機会を与えて くれます。私たちが，「主よ，私 に

何を望まれますか」と心の中で求めているすべての女性に，

はっきりとした答 えを与えるような生活ができますように二
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そ れは私が初あて狩に行つた時のことでした・当時私は
まだ１０歳でしたが，決 して忘れることのできない教訓

を得ました。金曜 日に，町か ら車にのって ３時間ほどジはて

しな く続 くような長い道のりを行 くと，やっと山の頂上に着

きました。１０月のよく晴れた日で，よもぎの匂いにさそわれ

たのをおぼえています。山のひんやりした空気が，午後の明
し

かるいひざしに暖められ，大好きな秋のいうどりがシーンと

した峡谷に明かるく映っていましだ。

その夜は一睡もで．きませんで した。次か ら次へと想像がは

た らき・少年の夢 と想像があふれてき玄した。父と一緒に森

の中を歩 きまわったり，荒野で一晩中キャンプを張ることな

ど，考えるだけでわ くわくしてきました。広げた手よりも大

きな角を持った雄鹿が・倒れた木や小さな木々をとびこえて

ビロー ドのような松の木を通 りぬけて走 って くるというよう

な子供 っぽいことを考えていました。その短い夜の問に，私

の心には無数の冒険がどんどん浮かんで くるのでした。

土曜の朝は，まだ宰い三時半ごろから狩が始まりました。

外はまだ真っ暗でしたが，私の心はうきうきしていました。卵

やベーコンは全然おいしくなく，大好きなあたたかいチョコ

レー トもこんなにまずいと思ったことはありませんでした。

あっという間に朝が過ぎてゆきました。私はほんとうに父

を誇りに思っていました。私にとっては，父は世界中で一番

偉い父であり，すばらしいハンターでした。まだまだ昼にな

らないというのに，父は鹿を ２頭 もしとめました。いろいろ

なことが起こってわくわくするような朝にひきかえ，午後は

何も起こらないので長 く単調に思えました。前夜寝ていない

うえに，朝の疲れと秋の暖かいひざしのたあに，私のいたず

ら好 きが大きく頭をもたげてきました。

私は父より少し前方 １００メー トルほど下ったところにいま

した。ちょうど茂みの通りぬけて開けたところへ出た時，小

さな谷から私達がいる峡谷の方向ヘライフルの音が２発する
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どくこだましました。私は射たれたように倒れました。

死んだふりをして横たわ りなが ら，私は じっと聞いていま

した。父が私の名前を呼んでいるのが聞こえましたが，手足

も動かさなければ言葉 も出しませんで した。テレビに出てく

るカウボーイでも，私ほど上手に死んだまねはできなかった

と思います。私から何の答えもないので，父はライフルを落

して，私の方ヘ フルスピー ドでおりて来ました。父が２０メー

トル くらい前のところへ来た時に，私は分別のない子供だけ

がするように笑いなが ら飛び起きて，無邪気に父をか らかい

ました。 「はは！ちょっとふざけただけだよ。お父さんをう

ま くだませたね」

父の顔は，苦 しみと恐れと安心感が一度 に全部入 りまじっ

たようでした。すぐに私は間違ったことを したのがわか りま

した。確かに，私は父を傷つけたのです。 こんなに残酷なこ

とはそれまでしたことがありませんで した。父の顔はほんと

うに苦 しそうで した。父は私の前にだまってじっと立ってい

ました。私をたたこうか，抱 きしめようか，考えているのが

よくわかりました。

その時ほど悲 しく，後悔の気持が一杯で恐ろしく思ったこ

とはありませんで した。どの くらいそこにじっと立っていた

か，はっきり覚えていません。．ついに父はそっとひざまつい

て，大 きな腕を私の小さな肩にかけました。

私は父の首に抱きついて泣 き始めました。「ごめんなさい，

ごめんなさい」と繰 り返 しながら泣きました。本当にけんそ

んな心と悲しみがこみあげて きて，その時もう絶対に父を苦

しあるようなことをずるのはよそうと決心 しました。その時

本当に，私は決 して忘れることのない大切な教訓をはっきり

と学んだのです。その教訓とは 「あなたの父と母を敬え」で

す。それか ら，私はいつも両親を愛し，敬い，従 うことを誓

い，軽率な行ないや悪い行ない，怠惰な行ないをして両親を

傷っけたり，迷惑をかけないことを誓いました。



若人のペー ジ

若人が絶えず下品，不敬，不信心，奔放な愛，その他悪の力

と戦わねばならない時代にあって，一人の女子学生は，勇気

を持って立ち向う人の少ない変わりつつある社会において，

異なった人になろうと仲間に訴えている。

勇気ある人は少ない
リ ン ダ ス ー ロ ー パ ー

「
己繧齢 講 醜 礪 鴇１諸 鵬

べての末 日聖徒にもあてはまる言葉です。

私達が日常の生活を営む上において，私達 と同じ信仰を持

たず，生活の標準や価値観が全 く違 う人々と交際する場合が

たびたびあります。

ヒュー Ｂ．ブラウン副管長はこのように言っておられま

す。 「一人になった時，あなたはどんな交際を したいのか決

めておきなさい。」

もし，私達がいつも下品なことを言ったり，神に対する不

敬な言葉を使う人栖を友達に選んだとしたら，そういった習

慣 をす ぐに身 につ け る こ とで しょ う。 マ タ イ伝 １２章 ３４節 に は 、

こ の よ うに書 い て あ りま す。 「心 か らあふ れ る こと を， 口が

語 る もので あ る 。」 言 葉 を変 え て言 い ます と， 人 は普 通 考 え

て い る ζとを ， 話 す もの だ とい う こ とです 。 こ うい う言 葉 が

あ ります 。

下 品 と い うの は， 空 っぽ の頭 か ら来 る。 上 品 な言 葉 で は，

自分 の言 い た い こ とを よ く言 い表 わ せ な い か ら， あ えて 下 品

に な る よ うな こ と はば か げ て い る。 だ か ら正 しい言 葉 を 使 い

な さ い。 ば か げ た こ とを 言 った り， 聞 い た り しな い よ うに。

いわゆる友達

４３９
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私達は毎 日の生活で大切な決定を下さなければ な りませ

ん。私達のす る決定のうちで一番大切なことに，絶象ず新 し

く変っている服装のスタイルや，道徳に関するいろいろな論

点に対 し，どういう見方を した らよいのかといういうことが

あるかも知れません。 ここでも，友達を選ぶことが重要な要

素を占めます。 もし，だれとでも自由に恋愛 したいと思って

いる友達を選べば，私達もす ぐにこれらのいわゆる 「友達」

になって しまうで しょう。

人はラジオのようなものです。ラジオには真空管があり，

私達 にもあります。すなわち，

１，聖餐会に出席するという真空管

２，什分の一 （と建築資金）を支払うという真空管

３，聖典を勉強するとい う真空管

４，そうして中でも一番大きいのは，道徳的に純潔を保つ

という真空管です

私達は絶えず自分が何者で，どんな人になろうとしている

のかという電波を送っています。

今 日多 くの人々は， 「新 しい道徳」論について好んで議論

を戦わせます。ある教会の重要な地位にいる人々でさえ，い

わゆる 「新 しい道徳」について大そうな問題 として話をして

います。けれども，あなたがたは知っていますか。性道徳の

標準はただ一つ しかな く，主はそれを 「あなたは姦淫 しては

ならない」（出エジプ ト ２０１１４） という言葉で要約されてい

ることを。．また，こういう言葉でも言えるでしょう。 「あな

たは不品行を行なってはならない」 と。けれども，聖徒達に
「不品行な者たちと交際してはいけない」（１コリント５．：９）

４４０

とも主は言われました。では，どんな友達と交際すべきでし

ょうか。

昨年の春，ソル ト・レークとオグデン地域の全末 日聖徒女

子学生のための大会が，テンプルスクウェアのタバナクルで

開かれま したが，その席上，Ｎ．エル ドンタナー副管長は，

「後で後悔 した り，悲 しんだりするような時間の楽 しみ方を

しないように」と訓戒を与えられました。

高い道徳の標準を持った人々を友達に選べば，私達も自分

の高い標準を維持できるでしょうし，楽 しく過ごす時間も，

良い思い出となるで しょう。

また同じ大会で，私達が助けと力を得る一方法として，毎

朝主の導きを求める祈 りを捧げ，夜になったら主 に報告 しな

ければならないことを，一日中忘れないで行動 しなさいとい

う話を聞きました。

自分にふさわしい人と結婚しなさい

人生における自分自身の価値を決める時です。そうすれば

その価値を維持するために，信仰と勇気 とスタミナが必要に

なってきます。

仲の良い友達に自分の考えを述べる時間を作って下さい。

親 しい仲間か ら人生の伴侶を選びたいと思いませんか。

親 しい交際をして，デー トを重ねてゆけば，結婚するよう

になるでしょう。もし，私が永遠の結婚をす るように計画 し

ていたら，この目標に向って努力 している人々と交際 しなけ

ればなりません。喫煙，飲酒，口ぎたなくののしり，純潔で

ない人は，たった一晩で改心 して，私 と神殿に行って結婚 し

ょうと考えるものではありません。永遠の結婚とは，そのよ

うな人のためにあるのではないのです。そ’して，私の友達が

このような人々であったら，私 も神殿結婚をしたいなどとい

う計画をすて去って しまうで しょう。悪い人 とか悪い事に接

触 していれば，必ずあなたもその影響を受けます。次の言葉

はそれをとてもよく表わ しています。

頭の上に小鳥がとまるのを追い払 うことはできない。けれ

ども，巣を作 らせないようにすることはできる。

ペースメーカーになりなさい

両親や友達が私達のために祈って くれる祈 りに，主が私達

を通 して答えて下 さるように生活 しなければならないとハロ

ル ド Ｂ． リー長老は述べておられます。

また，次あ言葉は，私達が末 日聖徒として，どのように行

動すべきかについて指摘 してます。

多 くの人々は，周囲の人々のようになろうと懸命の努力を

している。純潔で善をなそうと努力 している人 こそ，本当の

努力を しているのだが，そういう人はほとんどいない。

私達は，行ないの標準を示すペースメーカーになることが

できます。私達は，人々の間に立ち，勇気を持って人々と違

った数少ない人になることができます。



“心 を 一 つ ９，

に

日本沖縄伝道部長会

岡 崎， 鈴 木， 神 崎

日本沖縄伝道部誕生一周年を記念して

兄 弟姉 妹 た ち，

全 宇宙 の な か で， 神 さ ま に と って も っ と も大切 な もの は他

な らぬ私 た ち 一人 一 人 で あ ります 。 教 会 堂 や組 織， プ ログ ラ

ム， 誠 命 な どは重 要 で は あ ります が ， そ れ らは あ くま で も人

の救 い の た め に備 え られ た手 段 にす ぎ ませ ん。 この こ とは，

私 た ち に何 を教 え て い るで しよ うか 。 一 つ の 観 点 か ら しば ら

くい っ しよ に考 え て み ま しよ う。

神 さま が 心 か ら望 ま れ て い る こと は， ま こ との 娘 ， 息 子 で

あ る私 た ち一 人 一人 の幸 わせ で あ ります 。 す なわ ち， 日常生

活 に あ って， 私 た ち一人 一 人 の心 が 平 和 で あ り， 魂 が 喜 び に

あふ れ ， 満 足 して い る こ とで あ ります 。 そ して ， 信 仰 を 固 く

保 ち， お互 い に助 けあ い励 ま しあ っ て，試 錬 に打 ち勝 ち，お わ

りの 日 に は神 の 御前 に高 くあ げ られ る ことで あ ります 。 この

よ うに神 さ ま の望 まれ るよ うに な る に は人 は な お， イエ ス ・

キ リス トの福 音 を 聞 か ね ば な りませ ん。 そ してそ の後 ， 教 会

の会 員 と な って か らもつ ず け て， 教 え， 釈 き， 勧 め られ ， 励

ま され ， い ろ い ろの親 切 な世 話 を受 け る必 要 が あ ります 。 そ

うで な けれ ば， 毎 日を 心 楽 しく喜 び に あ ふれ て生 活 し， 終 り

の 日ま で耐 え忍 ぶ ことは た い へ ん難 しい こと で あ ります 。 こ

の よ うに考 え る と き， 耳 に タ コが で き るほ どに聞 く言 葉 と は

い え， 伝 道 と フエ ロ ー シ ッピ ング は人 の救 い に と って 鍵 と な

る もの で あ る ことが よ くわ か りま す。

い ま， こ こに一 つ の支 部 を想 定 しま し ょう。 この支 部 に は

１００人 前 後 の 活 発 会 員 が お り， 種 々 の プ ログ ラムが 活 発 に行

な わ れ， これ に参 加 す る人 々は 多 大 の祝 福 を受 け進 歩 して お

りま した。 一 方 ， 登 録 会 員 数 は 宣教 師 の 努 力 と相 侯 っ て， 毎

年４０～５０人 増 え つ威 け ま した。 と こ ろが ，活 発 会 員数 は １００

人の水準を一時的には越えることがあっても長期的には変わ

りませんでした。この支部の評価は一般 によいものでした。

しか し，さきに述べた 「一人一人が大切」という観点から考

えるとどうでしょうか。入って くる人がたくさんいるのに増

えないということは不活発会員を大量につ くっていることを

意味 し，且つせっか くの伝道活動を無意味にしています。不 「

活発になっている人にとっては，支部の活動がどんなに活発

であっても何の意味 も持ちません。このことはあなた自身が

不活発 となり教会と没交渉になったと仮定 したら一層よくわ

かるでしょう。教会を知 らない人と同様実際教会を離れた人

にとって魂を救 うためのプログラムや活動がいかに盛んに行

われようともいったい何の意味があるで しょうか。ある指導

者にとって １００人のうち一人 ぐらい抜けてもたい して重要 に

は感 じられないかもしれません。 しかし，その１００人のうち

のたった一人があなた御 自身であるとしたら，他の９９人がど

のように活発であってもあなたには何の意味も持たないで し

ょう。神さまがこのたった一人をどんなに大切にされている

かイエスのなされたあの迷える小羊の話を思いおこせば十分

で しょう。神 さまには全体ではなく一人一人が大切なのです。

兄弟姉妹たち，

北部極東伝道部が二つに分けられてから，すでに一年が過

ぎ今や第二年度を迎えま し牟。 この年を迎えるに当って私た

ち伝道部長会は今年度の目標項目を 「伝道 とフエローシッピ

ング」といたしました。これには来年開かれる万博を通 して

数多 くの方が教会を訪ねてこられるので，それに対応する意

味 もふ くまれていますが，あ くまでも私たちの意図するとこ

ろは一人一人の大切さをよく知り，一人一人の幸福を促進す

ることにあります。既述のごとく組織もプログラムも活動も

すべて人の幸福をもたらすための手段に過ぎません。これ ら

は一人一人の救いに目標を置いています。 もしも，私たちが

いつも一人一人の大切さを覚えて，あらゆるプログラム，活

動において心を一つにして今年度の目標を追求するのであれ

ば，一年後には大いなる祝福を受けるに達いありません。各

々の組織やプログラムがバラバラに勝手に動 くのではなく，

すべての活動において，最終的目標を同じくし，成果の評価

を全体 としてではなく，一人一人の幸福にどれだけ貢献 した

かで測 るようにしましょう。各々の組織やプログラムが相互

に協力して， どのようにこの目標を達成するかについては九

月のワークショップで話 しました。みんな心を一つにしてこ

の目標を追求 し，幸わせを深めてゆきましょう。

４４１



支 部 旗 ， 伝 道 部 旗 の も と で

堂 々 と 入 場 行 進

楽 しい フォークダンスをみんなで

熱 弁 す る 弁 士 に 聞 き い る

素 晴 ら し か っ た 沖 縄 コ ー ラ ス

４４２

楽 しか った

ユ ー ス ・

コ ン フ ァ レ ン ス

＊ 北 は金 沢 ，東 は名 古 屋 ，南 は沖 縄 と伝 道 部 内の 若

くた くま しい兄 弟 姉 妹 た ちか 集 い１９６９年 度 ユー ス ・

コ ン フ ァ レ ンス か ８月 ７ 日午 後 １時 か ら１０日の 午 後

２時 ま て の ３泊 ４ 日間 ，神 戸 の六 甲 山の ふ も との カ

ナ デ ィア ン アカ デ ミーで 開 か れ ま した 。ピクニ ノク，

盆 踊 り，勉 強 会 ， コー ラス， トラマ， フ ァ ノソ ヨン

シ ョー ，屋 外 ス ポ ー ツ， ハ ス ケ ノ トホー ル ， フ ォー

クタ ンス ，証 詞 会 な と楽 しか った思 い 出 て 一 杯 にな

りま した。 この大 会 を成 功 させ よ う とす る全 て の 兄

弟 姉 妹 の働 き と祈 りか か な って プ ロ ク ラ ムは 大 成 功

の 素 晴 ら しい大 会 とな りま した 。 この 楽 しか った ユ

ー ス ・コ ン フ ァ レ ンス を も う一 度 思 い 出 し ま し ょ う。

せ いぞろいした私達の旗

優 勝 旗 は 沖 縄 へ

懸麟
誌 ㌔，

美 しか った福 岡 の フ ォー ク ダ ン ス

灘



日本沖縄伝道部
１

ｚ

誕 生 祭 開 か る
ＪＡＰＡＮ ＯＫ量ＮＡＷＡ Ｍ ｌＳＳｌＯＮ

＊第 一回 日本沖縄 伝道部誕生祭か ９月 ６日 （土）， ７日 （日）に亘 っ

て開かれま した

６日の朝 よ り伝道部役員 によるワー クソ ヨノブか行なわれ， この

大 会のテーマである ミ伝道磯を各補助組織を通 して どのよ うに助 け

られるかが指導 されま した。 ４時よ り模 擬店ての楽 しい夕食，扶 助

協 会姉妹 の力作 の ファ ノノヨノノヨー，ハ ノピーハー ステーの歌声

とともにハー ステーケーキにナ イフが入れ られく上 の写真 〉盆踊 り

て最高頂 に達 しま した。

７日の大会て岡崎伝道部 長並 びに姉妹 の感謝 の言葉 を聞 いて，私

達の心は一致 した気持て一杯で した。 シンキ ンクマサーの コー ラス

〈左下の写真〉か高 らかに響 き，柳 田聡子姉妹 （名古屋支部） と周

藤珠彦兄弟 （阿倍野支部） の二人 に〈右下の写真〉 コール テン ・ク

リーナー名誉 賞，マスターＭ メノ名誉賞 が贈 られ，神様の業 に増 々

励まねは とい う気持 を胸一杯 に素晴 らしい第一 回誕生祭を終えま し

た

㌔Ψ ぎ♂甲珈 繍 ，鵬ｙ葛〃謬鷲 ミ輸輪 ；爵罫騒齢艶㌘㌦驚齢瀞３神妻甑

離 饗蒙讐
・・禦聯撫 騒鴬塑影触≧

甥一
蝶 購霊灘 露 ：葛
黙曇髄 蕪鰐舗難

；戴騰 麟麟野ぺ、・

＊ マ ス ター Ｍ メ ン， コー ル テ ン ・グ リー ナー 賞 受 賞 さ る。

Ｍ ＩＡの プ ロク ラム が推 進 され ， 達 成 プ ロ ク ラ ムを 通 して 素 晴 ら

しい兄 弟 姉 妹 が 誕生 し， “モル モ ン ら し さの 象 徴 ” の ピ ン〈 円 内

の写 真 〉 が続 々 と贈 られ て いま す 。

哲

ぎ魂

〆 縁鞭 繍
／ ・

ご灘
耀驚灘 灘譲灘灘誇

霧鱗

輝～
嚇 ド

１鷹
懇轟

蒐

鯵

日本人 と して初めての コールテ ン ・ク リーナー賞か早瀬久実子姉

妹〈阿倍野，写真左〉に，マ スターＭ メノ賞か中野正 之兄弟 く阿

倍野，写真中〉，島田邦男兄弟く阿倍野，写真 右〉にそれ ぞれ贈

られ ま した。

㌔ 設轟

４４３



日本伝選部 東中央地：方部大会閣かる

９月 ６， ７日， 東 京 北 支 部 へ ８５０余 名 の 兄 弟姉 妹 が集 い， 大 会 が 開か れ た。 プ ラ イマ リー， 系 図 を テ ーマ

に力 強 い兄 弟 姉 妹 の証 か述 べ られ た。 ま た この大 会 で， 十 二人 の地 方部 評 議 員 か 勢 そ ろ しい た。 右 頁 写 真後

列 右 よ り， 今 井 ， 小室 ，水 野， 児 玉， 杉 本， 柴 田， 福 井 ， 高 橋 ， 山本 ， 浅 間 ， 内 山， 斎藤 の 各 評 議 員 ，

大 神 権 を 受 け る 兄 弟 た ち

ｉ；輝 艦瞬 ㍉

，覧築鋳 ；

、

１蓋ボ
㌶先 跳 ”刀 凱

㌔き二も２ ・ご 磁

妻

裟ザ

熱心に聞きいる兄 弟，姉妹

鑛

冊 いわ冊 篤廊 距

滞 ；灘 蝋 ㌔〃 り 幾 店 磁

懇緊 選 巧
誉無 濫１：瀞

譲 ｉ驚 。、
＿ 溜 購黛陶 鞭

膿難馨
灘 ＋ 奪 蟻 翫 湖

珈碁瞳 町無

羅 澱 澱 難 ジ‘

灘灘郷 器羅

覇饗蜘 髪 点 鳶 舜
匝臨 ボ ζ． ｈ η ‘

プ ライマ リィーでえた証 を話 す子供 たち

『鎌 鹸

。 ・ 騨
＋ 窪

欝 。．．

嚢
＋ 繍 ・ 毎一 灘 冨

鉾 鱒 禰 ㌔
。 露 接 ＋ 鑑 ・ ，

脇 響
馨 難 畿 き

ヵ な　　

灘 難翻驚 　 講 臼灘

羅鑛 蝦
粛 灘羅 灘 難薫

地 方 部 ， 伝道 部 プ ライ マ リ ィー会 長 会 左 よ り， 小 泉 （第 １）， 高 山 （第 ２），

繋

馨

露蕪
・ 転

． ハ 』 。 鵬 難 覇 ・

ビル ス，重松 「会長），斎藤 （書記）の各姉妹

４４４



東中央地方部評議員

宣教 師活 動

モルモン経多 くの人々へ手渡 される

各地て宣教師 を中心 にモルモ ノ経 による伝道か，盾発 にな った。 「この記録の 目的 は， イス ラエルー家の残 りの子孫に，

その先 祖のために主 か為 した もうた大 きな御業 を ことこ とく示 して，残 りの子孫か主 の誓約 を知 り，かれ らはいつまて も棄

て られない と言 うことを知 らせ，またユタヤ人 と異邦人 とにイエスは氷遠 の神 なるキ リス トにま しま して，万 国の民 に現 わ

れた もうことを確信 させ るためてあ る。」
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